
編 修 趣 意 書
（教育基本法との対照表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

105-83 中学校 国語 国語 1

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

学び方を習得し、見通しをもって自覚
的に活用しながら、学びに向かう力を
高めます。

他者との交流・共有を通して、多様な
価値観が共生する社会で生きる力を
高めます。

知識・技能と思考力・判断力・表現力
を確実に育成し、言語文化の担い手を
育てます。

主体的に学ぶ 対話を通して学ぶ

深く学ぶ

主体的に
学ぶ

自ら学ぶ力を育てる─見通しと振り返り、学びに向かう力1

活用できる力を育てる─学び方を学ぶ、言葉で考える力、語彙の拡充2

かかわる力を育てる─対話・合意形成、コミュニケーション能力3

「共生社会」の一員として─多様な価値観、ものの見方・考え方の広がり4

「自分の考え」をつくる─思考力・判断力・表現力、情報の関連づけ5

言葉と文化の担い手として─豊かな読書、伝統的な言語文化の継承・発展6

対話を
通して
学ぶ

深く学ぶ

この教科書は、教育基本法に掲げられた目標及び学習指導要領の目標を達成するために、
次の6点を基本方針として編修しました。

個別最適な学びと協働的な学びの実現個別最適な学びと協働的な学びの実現

編修の基本方針1

15  三省堂 現代の国語 1国語 015-72



1 自ら学ぶ力を育てる─見通しと振り返り、学びに向かう力

ㅡ「領域別教材一覧」に示した「つけたい力」や、各教材の冒頭に示した目標によって見通しをもち、
自律的に学習を進め、振り返ることによって身につけた力の自覚と達成感、次の学びへの意欲が
得られるように構成しました。
ㅡ小学校からの接続に配慮し、基礎・基本を確実に習得する学習からスタートして、身につけた力
を繰り返し活用しながら、無理なく段階的に国語の力を伸ばしていくことができるよう、系統的に
構成しました。

2 活用できる力を育てる─学び方を学ぶ、言葉で考える力、語彙の拡充

ㅡ多様な学習活動に活用できる「学び方」を身につけることを重視しています。
ㅡ各学年のはじめには、基本となる「読み方」に焦点化して学習する「プレ教材」を設定しました。
ㅡ「話すこと・聞くこと」「書くこと」教材や ｢読むこと」教材の「学びの道しるべ」には、思考と語彙
に関する解説を設けて、「知識・技能」の確実な習得を図り、豊かな活用への道筋を開いています。

3 かかわる力を育てる─対話・合意形成、コミュニケーション能力

ㅡ対話・交流・共有によって学習を進めていくことを大切にしています。相手や目的などの条件を
意識して的確に表現する力を育成できるようにしました。
ㅡ考えの異なりを対話によって理解し合い、より創造的な合意を生み出すことができるような学習の
流れを重視しています。

4「共生社会」の一員として─多様な価値観、ものの見方・考え方の広がり

ㅡ多様な考えをもつ他者とのかかわりによって、異なる意見を尊重しながら、自分のものの見方・考
え方を拡充できるような学習活動や教材を設定しました。
ㅡさまざまな価値観が並立するグローバル社会、共生社会の一員として求められる幅広い資質・能
力を育成できるよう、題材を選定し、単元を構成しました。

5「自分の考え」をつくる─思考力・判断力・表現力、情報の関連づけ

ㅡ多くの知識を蓄え、技能を習得することとともに、それらを活用して「自分の考え」を形成するこ
とへと展開しています。
ㅡ「何がわかり、できるようになったか」にとどまらず、「あなたはどのように考えるか」と繰り返し
問い、自分自身にとっての切実な問題として学習が成立するように構成しました。
ㅡ思考や表現によって「自分の考え」をつくり、対話を繰り返しながら自己認識と他者理解を深めて
いくことを目指しています。

6 言葉と文化の担い手として─豊かな読書、伝統的な言語文化の継承・発展

ㅡ社会生活の中で読書に親しみ、言語文化にふれて自らを豊かにする誘いとなるような教材を配列
しました。
ㅡ生涯にわたって本を読み続け、さまざまな言語文化にみずみずしい興味・関心をもち、その担い
手となることを願って、学習活動や資料を設定しました。

主
体
的
に
学
ぶ

深
く
学
ぶ
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教育基本法第 2 条各号に示す教育の目標との対照について、主な教材を取りあげ、該当ページを示しま
した。

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色
＊教育基本法第2条各号に関連する学習のねらいを示します。

該当箇所
（ページ）領域 文種など 教材名

本
編

読
む
こ
と

詩 朝のリレー
（谷川俊太郎）

「朝を迎える」という行為を「朝をリレーする」「交替で地球
を守る」と捉える詩人のものの見方に出会うことで、生命を
尊び、環境の保全に寄与する態度を養うことをねらいとして
います（第四号）。
地球規模の視点をもつ機会を与え、国際社会の平和と発展に
寄与する態度を養うことをねらいとしています（第五号）。

22～25

物語 空中ブランコ乗り
のキキ
（別役実）

主人公の確かで強い価値観を周囲の登場人物との関係の中で
読み深めていくことを通して、個人の価値を尊重し、自主お
よび自律の精神を養うことをねらいとしています（第二号）。

66～77

小説 トロッコ
（芥川龍之介）

孤独感や焦燥感など、揺れ動く少年の心情を描いた小説を読
むことを通して、自主及び自律の精神を養うことをねらいと
しています（第二号）。

172～183

小説 少年の日の思い出
（ヘルマン=ヘッセ
［訳］高橋健二）

少年期の繊細で傷つきやすい心理や葛藤を巧みな筆致で描き
だした小説を読むことを通して、豊かな情操と道徳心を培う
ことをねらいとしています（第一号）。

206～219

随筆 字のない葉書
（向田邦子）

疎開で遠く離れる幼い子を思う父の姿を描いた作品を読むこ
とを通して、家族のきずなの強さやその大切さを感じ取り、
豊かな情操を培うとともに、生命を尊ぶ態度を養うことをね
らいとしています（第一号、第四号）。
戦時下における人々の過酷な生活を想像することを通して、
国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことをねらいと
しています（第五号）。

80～85

説明 クジラの飲み水
（大隅清治）

クジラの生態を探究する文章を読むことを通して、生命を尊
び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うこと
をねらいとしています（第四号）。

48～55

説明 一〇〇〇円の価値
を考える
（八木陽子）

お金の本質や歴史についての理解を深め、公共の精神に基づ
き、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度
を養うことをねらいとしています（第二号）。

98～105

説明 意味と意図
──コミュニケー
ションを考える
（川添愛）

コミュニケーションは多くの知識の共有のうえに相手の意図
を理解し合うことで成り立っているという筆者の主張を読み
取り、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に
基づき主体的に社会の形成に参画する意識を高める態度を養
うことをねらいとしています（第三号）。

190～197

読み方を学ぼう 読みの方略を学ぶことを通して、個人の価値を尊重して、そ
の能力を伸ばし、創造性を培い、自主および自律の精神を養
うことをねらいとしています（第二号）。

44, 78, 86, 
106, 165, 184, 

198, 220

我
が
国
の
言
語
文
化

解説 月を思う心 月を愛で、月を題材にした歌を詠み継いできた伝統と文化に
ついて理解を深め、それらをはぐくんできた我が国と郷土を
愛する態度を養うことをねらいとしています（第五号）。

116～117

古文 竹取物語 我が国最古といわれる物語を現代とのつながりを考えて読む
ことを通して、伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんでき
た我が国と郷土を愛する態度を養うことをねらいとしていま
す（第五号）。

118～131

対照表2



図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色
＊教育基本法第2条各号に関連する学習のねらいを示します。

該当箇所
（ページ）領域 文種など 教材名

本
編

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

グループ
ディスカ
ッション

話題や展開にそっ
て話し合いをつな
げる

課題解決や思考の深化を促す話し合いのこつを、集団による
学習で実感することを通して、自他の敬愛と協力を重んずる
とともに、公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画
し、その発展に寄与する態度を養うことをねらいとしていま
す（第三号）。

36～39

スピーチ 構成を工夫して魅
力を伝える

自分の考えを明確にするための構成を工夫し、効果的な伝え
方を身につける学習を通して、個人の価値を尊重して、その
能力を伸ばし、創造性を培うことをねらいとしています（第
二号）。

110～113

書
く
こ
と

レポート 調べたことを整理
してわかりやすく
まとめる

身近な課題を見つけ、それに関する情報を集めて整理しレポ
ートを書くことで、幅広い知識と教養を身につけ、真理を求
める態度を養うことをねらいとしています（第一号）。

58～63

行事案内
リーフレ
ット

必要な情報をわか
りやすく伝える

学校行事を地域社会に向けて案内するリーフレットを作成し
て発信する活動を通して、公共の精神に基づき、主体的に社
会の形成に参画する態度を養うことをねらいとしています
（第三号）。
学校行事を広く地域社会に告知し、来場した地域の人々と交
流し、一体感をもつことによって、郷土を愛する態度を養う
ことをねらいとしています（第五号）。

154～157

資
料
編

◉広い知識を身につけ、自主および自律の精神を養うことに資するものとして、さまざまな学習機会
を捉えて繰り返し活用すべき実践的知識や方法とともに、家庭学習を含めた自学自習に役立つ教材
を「資料編」としてまとめました（第一号、第二号）。

243～
折り込み

読書の広場 小さな図書館 「幅広い知識と教養」「真理の探求」「豊かな情操と道徳心」「勤
労の精神」「生命や自然」「伝統と文化」「国際社会の平和」な
どを尊重し涵養するための読書活動を推進することを意図し
て、47冊の本をテーマ別に紹介しています（第一号、第二号、
第三号、第四号、第五号）。

244～249

落語　桃太郎
（もとしたいづみ）

親しみやすい内容の落語を味わうことで、我が国の伝統と文
化を尊重し、そのよさを理解するとともに、文化継承の担い
手としての精神を養うことをねらいとしています（第五号）。

288～291

日本文学名作集 奈良時代から現代の小説にいたるまで、各時代の代表的な作
品やその冒頭を紹介した年表に親しむことを通して、伝統と
文化を尊重する態度を養うことをねらいとしています（第五
号）。

292～295

社会生活に
生かす

著作権と引用 著作権や引用の仕方に関する基礎的な知識を身につけること
で、さまざまな情報源にアクセスし、幅広い知識と教養を身
につけたり、真理を求める態度を養ったりすることをねらい
としています（第一号）。

302～303

質問の仕方 質問を工夫して相互の理解を進め、コミュニケーションを活
発にし、思考を深めることを通して、個人の価値を尊重して、
その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律の精神を養
うことをねらいとしています（第二号）。

306～307

話し合いの形式を
選ぶ

集団におけるさまざまなコミュニケーションの形式を学ぶこ
とで、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に
基づき、主体的に社会の形成に参画する態度を養うことをね
らいとしています（第三号）。

308～309



全ての学習者が学習しやすい紙面づくり

ㅡユニバーサルデザインに配慮しています。特別支援教育ならびにカラーユニバーサルデザインの専
門家の指導と校閲のもと、誰もが使いやすい教科書となるよう工夫しました。

特別支援教育への配慮

・各教材の冒頭に学習のねらいを提示し、学習活動の手順を丁寧に示しました。
・「話すこと・聞くこと」「書くこと」教材では、学習手順を上段に、学習のポイントや参考となる情報
を下段に示すなど情報を整理し、わかりやすく、スムーズな学習指導に資するレイアウトとなるよう
工夫しました。

・情報のまとまりを線で囲んだり太字にしたり、重要な情報を大きく示したり、図版と図版の間を空け
たりすることで、わかりやすく、見やすくしています。
・挿絵・図版を適所に配置し、学習者の学習意欲を喚起し、内容の理解を支えています。各学年の「読
み方を学ぼう」や「思考の方法」では、文章での解説は簡潔に示し、わかりやすい図解を用いることで、
内容を視覚的に捉えられるように工夫しました。

カラーユニバーサルデザインへの対応

・色覚の特性を考慮し、誰にでも見やすく、学びやすい配色となるよう工夫しました。
・識別しにくい配色は避け、色だけの違いに頼らず、形の違いや、記号・番号・説明文などの補助的
な手がかりを設けました。
・色の濃淡や罫線の使い分けなどで違いが明確になるようにしました。
・識別しやすい色を追究し、古典教材の現代語訳では、色覚の特性による見え方の差が少ない青色を
用いました。

環境にやさしい教科書

ㅡ用紙については、環境の保護、資源の節約のため、原料や製法に配慮した、環境にやさしい紙を使
用しています。
ㅡインキについては、植物由来の油および、それらを主体とする廃食用油等をリサイクルした再生油を
含んだ、印刷インキ工業連合会認定の植物油インキを使用しています。

その他の配慮事項

ㅡ製本は堅牢で、十分な耐久性を備えています。
ㅡ教材で使用している文字については、独自の明朝体・ゴシック体・教科書体を開発して、画数や点
画の方向等においても誤解が生じないようにしました。

上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色3

・解説動画、朗読音声、漢字や文法のデジタルドリル、補充教材、ワークシート、参考資料等の豊富な
コンテンツを参照先で提供し、学びを深めるとともに、個別最適な学びを支援しています。

二次元コードコンテンツで個別最適な学びを支援
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キ
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か
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整

理
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人
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中
か
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選
び
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と
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5�

キ
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行
動
や
考
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い
て
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分
の
考
え
を
、
一
〇
〇
字
程
度
の
文
章
に
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よ
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と
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ま
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よ
う
。

　
振
り
返
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド

人
物
相
関
図
・
心
情
の
変
化

自
分
の
考
え
を
深
め
る

学
び
を
振
り
返
る

あ
な
た
が
キ
キ
の
立
場
な
ら
、
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
小
瓶
の
水
を
飲
む
だ
ろ
う
か
。
Ａ
「
飲

む
」、
Ｂ
「
飲
ま
な
い
」
の
ど
ち
ら
か
を
選
び
、
選
ん
だ
理
由
を
次
の
条
件
に
従
っ
て
書
こ
う
。

・
条
件
１

　「人
気
」「
命
」
と
い
う
言
葉
を
全
て
使
っ
て
書
く
こ
と
。

・
条
件
２

　五
十
字
以
上
、
八
十
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

似
て
い
る
こ
と
を
表
す
表
現

「
ま
る
で
、
鳥
み
た
い
じ
ゃ
な
い
か
。」（
66

ペ
ー
ジ
・
7
行
め
）
の
「
ま
る
で
…
…
み
た
い

だ
」
は
、
様
子
や
形
な
ど
が
似
て
い
る
こ
と
を

表
す
表
現
で
す
。

他
に
も
、
似
た
意
味
で
、
次
の
よ
う
な
表
現

が
あ
り
ま
す
。

●
あ
た
か
も
…
…

●
ち
ょ
う
ど
…
…

●
さ
な
が
ら
…
…

●
ま
る
き
り
…
…

●
…
…
の
よ
う
だ

●
…
…
の
ご
と
し

●
…
…
じ
み
る

●
…
…
を
思
わ
せ
る

「
鳥
」
に
た
と
え
る
こ
と
で
、
よ
り

い
き
い
き
と
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
ね
。

後ろにくる言葉 前にくる言葉

77 空中ブランコ乗りのキキ
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目標

仮
定
す
る

1�

こ
の
物
語
の
登
場
人
物
を
書
き
出
し
、
キ
キ
と
の
相
互
関
係
を
整
理
し
よ
う
。

読
み
方
を
学
ぼ
う

人
物
相
関
図

2�

宙
返
り
に
対
す
る
キ
キ
の
思
い
を
、
次
の
四
つ
の
場
面
ご
と
に
捉
え
よ
う
。

①
た
だ
一
人
、
三
回
宙
返
り
が
で
き
て
い
た
と
き
（
66
ペ
ー
ジ
・
1
行
め
〜
68
ペ
ー
ジ
・
3
行
め
）

②
ロ
ロ
か
ら
四
回
宙
返
り
を
止
め
ら
れ
た
と
き
（
68
ペ
ー
ジ
・
4
行
め
〜
68
ペ
ー
ジ
・
16
行
め
）

③
波は

止と

場ば

で
お
ば
あ
さ
ん
に
出
会
っ
て
会
話
を
し
て
い
る
と
き
（
69
ペ
ー
ジ
・
1
行
め
〜
71

ペ
ー
ジ
・
16
行
め
）

④
本
番
で
四
回
宙
返
り
に
挑い
ど

む
と
き
（
72
ペ
ー
ジ
・
1
行
め
〜
74
ペ
ー
ジ
・
17
行
め
）

3�

キ
キ
は
な
ぜ
四
回
宙
返
り
に
挑
も
う
と
し
た
の
か
、
考
え
よ
う
。

仮
定
す
る

構
造
や
内
容
を
捉
え
る

読
み
を
深
め
る

　「も
し
、
四
回
宙
返
り
に
挑
ま
な
か
っ
た
ら
」

と
仮
定
し
て
、
言
動
の
意
味
を
捉
え
る
。

◎
描
写
を
も
と
に
、
場
面
の
展
開
や
登
場
人
物
の
相そ
う

互ご

関
係
、
心
情
の
変
化
な
ど
を
捉
え
る
。

○
登
場
人
物
の
判
断
や
行
動
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
確
か
な
も
の
に
す
る
。

空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ

も
し
、
○
○
し
な

か
っ
た
ら
…
…
。

結果の予測仮定 根
こん

拠
きょ

もし、キキが
四回宙返りに
挑まなかった
ら……。

 　ピピも成功し、
三回宙返りをで
きるのは、キキ
だ け で は な く
なったから。

例
 　キキの人気は
落ちてしまう。

例

もし、～なら なぜならどうなる
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編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

105-83 中学校 国語 国語 1

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

1年 2年 3年

●❶ 説明文の
基本構造 ●❶ 人物設定 ●❶ 回想

●❷ 人物相関図 ●❷ 説明文の
論理展開

●❷ 批判的な
読み

●❸ 行動描写 ●❸ 想像 ●❸ 省略

●❹ 三角ロジッ
ク ●❹ 図表と文章 ●❹ 具体と抽象

●❺ 詩の
表現技法

●❺ 物語の
転換点 ●❺ 状況・背景

●❻ 情景描写 ●❻ 象徴 ●❻ 反復

●❼ 要約 ●❼ 例示
※網掛けは、折り
込み形式で説明文
の「読み方」を示
したものです。

●❽ 語り手・
視点 ●❽ 心情把握

主体的に学ぶ

1 自ら学ぶ力を育てる
─見通しと振り返り、学びに向かう力

ㅡ各教材冒頭に「つけたい力」として学習目標を提示し、教材の
最後には学習を振り返る機会を設けました。身についた力を
自分で診断・評価し、次に生かすしくみです。
ㅡ学習指導要領の指導事項をふまえて学習の系統化を図り、基
礎・基本を段階的に、確実に習得できるようにしました。「読
むこと」教材の「学びの道しるべ」では、丁寧かつ簡潔に学習
のプロセスを示しました。

2 活用できる力を育てる
─学び方を学ぶ、言葉で考える力、語彙の拡充

ㅡ「読み方を学ぼう」では、「何をどのように読めば力がつくの
か」という読みの方略を図解で示しました。他教材や自主的
な読書、表現活動など
で繰り返し活用できる
全 22 の方略を 3 学年
に配置しています。
ㅡ各方略は、「学びの道
しるべ」の課題と関連
づけて示しています。
ㅡ巻末には、「『読み方を
学ぼう』一覧」を示し
ました。

主張

積極的にキャッシュレス
決済を選

せん

択
たく

するべきだ。

理由づけ

・�財布を持たずに買い物が
できるから。
・支払い管理が簡単だから。
・�紛失や盗難時の被

ひ

害
がい

が減
るから。

事実

日本は将来的に支
し

払
はら

いの
80％がキャッシュレスに
なるように、キャッシュ
レス決済の推進に取り組
んでいる。

主張

キャッシュレス化に
は慎

しん

重
ちょう

になるべきだ。 理由づけ

・�お金を使った感覚が薄れる
ので無駄使いしやすいから。
・�不正利用の被害があるから。
・�災害時などに機械が使えな
くなってしまう可能性があ
るから。

事実

日本は将来的に支払いの
80％がキャッシュレスに
なるように、キャッシュ
レス決済の推進に取り組
んでいる。

同
じ
事
実

読み方を学ぼう
説明文の
基本構造詩の表現技法情景描写 行動描写要約

読書の広場266ページ「玄
げん

関
かん

扉
とびら

」、274ページ「この小さな地球の上で」

「
主
張
」
と
「
事
実
」
と
「
理
由

づ
け
」
を
区
別
し
、
こ
の
三
点
を
意

識
し
て
考
え
る
方
法
を
「
三
角
ロ
ジ

ッ
ク
」
と
い
い
ま
す
。

「
一
〇
〇
〇
円
の
価
値
を
考
え
る
」

で
は
、「
日
本
の
お
金
＝
日
本
の
信

用
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し

た
あ
と
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に

つ
い
て
取
り
上
げ
、
そ
こ
か
ら
筆
者

独
自
の
主
張
を
述
べ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
同
じ
事
実
を
も
と
に
し
な

が
ら
、
正
反
対
に
見
え
る
二
つ
の
主

張
を
示
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
そ
の
よ

う
な
主
張
が
導
き
出
さ
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
。「
三
角
ロ
ジ
ッ
ク
」
で
確

か
め
ま
し
ょ
う
。

▼
主
張
と
事
実
と
理
由
づ
け
の
三
つ

を
区
別
す
る
こ
と
で
、
論
理
的
に

文
章
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

三
角
ロ
ジ
ッ
ク

人物相関図語り手･視点

4

●「一〇〇〇円の価値を考える」における三角ロジックの例

「読み方」
解説動画▶

二次元
コード

三角ロジック
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106-107 07国語1年_読み方を学�う4（三角ロ�ック）.indd   106 2023/03/20   17:26

各教材での学習の流れ（例「読むこと」）

「読み方を学ぼう」の一覧

ステップ1 目標の確認見
通
し

振
り
返
り

目標を確かめて、学習の見通しをもちます。

ステップ2 構造や内容を捉える

情報を整理・確認して、文章の構造や内容をつか
みます。自学自習にも対応した課題を設定しています。

ステップ3 読みを深める
文章を詳しく読み、対話を通して内容や構

成・表現の仕方についての理解を深めます。

ステップ4 自分の考えを深める
文章を読んで理解したことをもとに、自分

の考えを深めたり、広げたりします。

ステップ5 学びを振り返る
自分の学習を振り返って評価し、これから
の学習へ生かします。

＋α 学びを広げる
ステップ1～5までの学習を活用して取り
組み、学びを更に広げたり、深めたりします。

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

「読み方を学ぼう④ 三角ロジック」（p.106）

「空中ブランコ乗りのキキ」の
「学びの道しるべ」（p.76）

編修上特に意を用いた点や特色1
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目標

比
較
す
る

1
良
平
は
、
ト
ロ
ッ
コ
に
ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
い
る
か
。
175
ペ
ー
ジ
・
1
行
め
ま
で

を
も
と
に
考
え
よ
う
。

2
「
そ
の
の
ち
十
日
余
り
た
っ
て
か
ら
」（
175
ペ
ー
ジ
・
2
行
め
）
か
ら
、
家
に
帰
り
着
く
ま

で
の
で
き
ご
と
の
中
で
、
良
平
の
心
情
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。
次
の
場
面
を
中
心

に
捉
え
よ
う
。

●「
お
お
、
押
し
て
く
よ﹅

う﹅

。」（
175
ペ
ー
ジ
・
11
行
め
）
と
土
工
に
言
わ
れ
た
と
き

●「
そ
の
道
を
や
っ
と
登
り
き
っ
た
」（
177
ペ
ー
ジ
・
6
行
め
）
と
き

●「
わ﹅

れ﹅

は
も
う
帰
ん
な
。
…
…
」（
178
ペ
ー
ジ
・
14
行
め
）
と
土
工
に
言
わ
れ
た
と
き

●「
彼
の
う
ち
の
門
口
へ
駆
け
込
ん
だ
と
き
」（
180
ペ
ー
ジ
・
10
行
め
）

構
造
や
内
容
を
捉
え
る

読
み
を
深
め
る

　大
人
に
な
っ
た
良
平
と
「
そ
の
と
き
の
彼
」

と
の
共
通
点
を
考
え
る
こ
と
で
、
最
後
の
段
落

の
内
容
を
捉
え
や
す
く
な
る
。

情
景
描
写
か
ら
受
け

る
イ
メ
ー
ジ
を
も
と

に
考
え
よ
う
。

◎
情
景
描
写
と
場
面
の
展
開
を
結
び
つ
け
て
内
容
を
捉
え
る
。

○
人
物
の
言
動
に
着
目
し
て
、
心
情
の
変
化
を
捉
え
る
。

ト
ロ
ッ
コ

○
○
と
○
○
と
を

比
べ
る
と
…
…
。

比較
大
人
に
な
っ
た
良
平

「
そ
の
と
き
の
彼
」

（
八
歳
の
良
平
）

182
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ㅡ言葉による見方・考え方をはたらかせ、情報と
情報との関係を捉えたり、考えを整理したり深め
たりする方法を「思考の方法」として示しました。
ㅡ3年間を通して、9種類の「思考の方法」をバラ
ンスよく配置し、各教材の学習活動の文脈にそ
って活用できるように図解を中心に示しました。
ㅡ巻頭には、「『思考の方法』一覧」を示しました。
ㅡ各教材の「語彙を豊かに」では、理解できる語
句と使える語句の量を増やし、語感を磨くため
に、さまざまなテーマで教材に関連した語彙を
取り上げました。

対話を通して学ぶ

3 かかわる力を育てる
─対話・合意形成、コミュニケーション能力

ㅡ日常生活や現代社会における課題を取り上げ、
対話を通して考えたり問題解決したりする機会
と場を充実させました。
ㅡ第 1単元には「グループディスカッション」を
設け、話し合いを効果的にするための「こつ」を
系統的に示しました。

4「共生社会」の一員として─多様な価値観、ものの見方・考え方の広がり

ㅡ価値観が多様化するグローバル社会で求められ
る幅広い資質・能力の育成につながる題材を精
選しました。

深く学ぶ

5「自分の考え」をつくる─思考力・判断力・表現力、情報の関連づけ

ㅡ日常生活や現代社会における課題を取り上げ、
対話を通して考えたり問題解決したりする機会
と場を充実させました。
ㅡ全ての教材において、自分の考えを形成する学
習過程を重視しています。
ㅡ第 6単元「情報を関係づける」では、図表・文
章など多様な情報を関連づけながら、現代の課
題について考える学習を設定しました。

6  言葉と文化の担い手として ─ 豊かな読書、伝統的な言語文化の継承・発展

ㅡ資料編の「読書の広場」には、多様なジャンルの6本の教材を配置しました。豊かな言語文化にふれるとと
もに、「読み方を学ぼう」で習得した方略を活用できる教材を掲載しています。
ㅡ多くの教材に二次元コードを掲載し、参照先のウェブサイト上に、動画や音声、デジタルドリル、図解した
読みの方略や、補充教材として使える資料などを豊富に掲載しています。

避難指示が発令された

のに、避難行動を起こ

した人は 7.6％しかい

ないんだね！

■2 災害が起きたときに実際にとった行動についてのアンケート
出典：長野県岡

おか
谷
や
市「令和3年８月大雨災害避難情報と避難行動にかかる市民アンケート調査結果」

2021年10月調査、高齢者等避難、避難指示の発令区域居住者1,447世帯対象（回収数：1,054件）

0 20 40 60 80

0 10 20 30 40 50 0 20 40

（％）

土砂災害
警戒情報

高齢者等
避難

避難指示

全体1,054人

（％）

土砂災害警戒
情報の発表後

高齢者等避難
の発令後

避難指示の
発令後

その他、未回答

全体

1,054人

7.6％

92.1％

はい

いいえ

61.8

65.5

59.6

13.3

25.3

42.1

19.3

（％）

自宅内の
安全な場所

その他、未回答

避難所

車中

29.2

28.1

31.6

2.2

8.9

親戚・知人宅

避難情報等が発令されていたことを
知っていたか

1 避難行動を起こしたか2

避難のタイミング
（避難行動を起こした人の回答）
3 避難場所

（避難行動を起こした人の回答）
4

（「はい」と回答した人の割合）

しんせき

避難行動を起こした人で

も 31.6％の人は避難所

ではなく、自宅の安全な

場所に避難したんだね。
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資料

A
 ❖

■1
と

■2
の
二
つ
の
デ
ー
タ
を
読
み
取
ろ
う
。

�・「
1
警け
い

戒か
い

レ
ベ
ル
の
種
類
と
内

容
」
か
ら
、
災
害
時
に
と
る
べ

き
行
動
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

�・「
2
災
害
が
起
き
た
と
き
に
実

際
に
と
っ
た
行
動
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
」
か
ら
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
た
人
々
が
ど
の

よ
う
な
行
動
を
取
っ
た
か
を
読

み
取
ろ
う
。 防

災
に
関
す
る
デ
ー
タ

■1 警戒レベルの種類と内容

気象庁「防災気象情報とその効果的な利用」をもとに作成

5

命の危険直ちに安全確保！
既に安全な避難ができず、命が

危険な状況。今いる場所よりも

安全な場所へ直ちに移動する。

5段階の警戒レベルと防災気象情報

気象庁等の情報 住民がとるべき行動 警戒
レベルキキクル

警戒レベル4までに必ず避難

氾
濫
危
険
情
報

4

危険な場所から全員避難

台風などにより暴風が予想され

る場合は、暴風が吹き始める前

に避難を完了しておく。

氾
濫
危
険
情
報

3

危険な場所から高齢者等は避難

高齢者等以外の人も必要に応じ、

ふだんの行動を見合わせ始めた

り、避難の準備をしたり、自主

的に避難する。

氾
濫
警
戒
情
報

2

自らの避難行動を確認

ハザードマップなどにより、自

宅等の災害リスクを再確認する

とともに、避難情報の把握手段

を再確認する。

氾
濫

注
意
情
報

災
害
切
迫

大
雨
特
別
警
報

危
険

高
潮
特
別
警
報

高
潮
警
報

土
砂
災
害

警
戒
情
報

警
戒

高
潮
警
報
に
切
り

替
え
る
可
能
性
が
高
い

注
意
報

大
雨
警
報

洪
水
警
報

1
早
期
注
意
情
報

（
警
報
級
の
可
能
性
）

注
意高

潮
注
意
報

大
雨
注
意
報

洪
水
注
意
報

大
雨
警
報
に
切
り

替
え
る
可
能
性
が
高
い

注
意
報

災害への心がまえを高める

は
ん
ら
ん

こ
う
ず
い

すで ひ  なん

じょうきょう

ど
し
ゃ

か
こうれいしゃ

は  あく

1
と
2
を
関
連
づ
け
て
、
複

数
の
デ
ー
タ
か
ら
導
け
る
、

防
災
に
関
す
る
課
題
に
つ
い

て
話
し
合
お
う
。

5
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大
人
に
な
っ
た
良
平
と
「
そ
の
と
き
の
彼
」

と
の
共
通
点
を
考
え
る
こ
と
で
、
最
後
の
段
落

の
内
容
を
捉
え
や
す
く
な
る
。

情
景
描
写
か
ら
受
け

る
イ
メ
ー
ジ
を
も
と

に
考
え
よ
う
。

学
び
を
広
げ
る

次
の
情
景
描
写
か
ら
想
像
で
き
る
良
平
の
心
情
を
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
の
効
果
に
つ

い
て
考
え
よ
う
。

読
み
方
を
学
ぼ
う

情
景
描
写

●「
両
側
の
み
か
ん
畑
に
、黄
色
い
実
が
い
く
つ
も
日
を
受
け
て
い
る
。」（
176
ペ
ー
ジ
・
7
行
め
）

●「
高
い
崖が
け

の
向
こ
う
に
、
広
々
と
薄
ら
寒
い
海
が
開
け
た
。」（
177
ペ
ー
ジ
・
6
行
め
）

●「
み
か
ん
畑
へ
来
る
頃
に
は
、
辺
り
は
暗
く
な
る
一
方
だ
っ
た
。」（
180
ペ
ー
ジ
・
1
行
め
）

●「
電
灯
の
光
が
さ
し
合
っ
て
い
た
。」（
180
ペ
ー
ジ
・
5
行
め
）

4
大
人
に
な
っ
た
良
平
が
、「
そ
の
と
き
の
彼
」（
181
ペ
ー
ジ
・
2
行
め
）
を
思
い
出
す
の
は

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。「
薄
暗
い
や
ぶ
や
坂
の
あ
る
道
が
、
細
々
と
一
筋
断
続
し
て
い
る
。

…
…
…
…
」（
181
ペ
ー
ジ
・
4
行
め
）
と
い
う
情
景
描
写
を
手
が
か
り
に
考
え
て
み
よ
う
。

比
較
す
る

●
「
ト
ロ
ッ
コ
」
で
の
学
習
を
通
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
よ
う
。

振
り
返
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド

情
景
描
写
・
心
情
の
変
化

3自
分
の
考
え
を
深
め
る

学
び
を
振
り
返
る

「
蜘く

蛛も

の
糸
」「
杜と

子し

春し
ゅ
ん」「
蜜み

柑か
ん
」
な
ど
、
芥
あ
く
た

川が
わ

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

の
他
の
作
品
を
読
ん
で
紹
介
し
合
お
う
。

程
度
が
少
な
い
様
子
を
表
す
表
現

「
薄
（
う
す
・
ハ
ク
）」「
薄
ら
」
は
、
程
度
が

少
な
い
様
子
や
弱
々
し
い
様
子
を
表
す
表
現
で

す
。こ

の
語
が
頭
に
つ
く
言
葉
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
ん
な
意
味
で
し
ょ
う
か
。

●
薄
明
る
い
（
173
ペ
ー
ジ
・
4
行
め
）

●
薄
明
か
り
（
174
ペ
ー
ジ
・
17
行
め
）

●
薄
暗
い
（
180
ペ
ー
ジ
・
14
行
め
）

●
薄
曇ぐ
も
り

●
薄
ぼ
ん
や
り

●
薄
気
味
悪
い

●
薄
情

●
薄
幸

●
薄
ら
寒
い
（
177
ペ
ー
ジ
・
6
行
め
）

●
薄
ら
笑
い

薄
うす

～薄
ハク

～薄ら～

「
薄
」
に
は「
近
づ
く
」

と
い
う
意
味
も
あ
る
よ
。

「
薄
暮
」
は
そ
の
意
味

で
使
わ
れ
て
い
る
ね
。

183 トロッコ
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思考の方法 対応するチャートの例
①順序立てる ステップチャート
②比較する 比較チャート
③分類する マトリックス（表）、Ｙチャート
④関連づける イメージマップ、リンクチャート
⑤多角的に見る バタフライチャート、フィッシュボーン
⑥理由づける クラゲチャート
⑦具体化する ロジックツリー、ピラミッドチャート
⑧抽象化する ロジックツリー、ピラミッドチャート
⑨仮定する キャンディチャート

「思考の方法」の一覧

「トロッコ」の「思考の方法」と
「語彙を豊かに」（p.182～183）

「グループディスカッション──話題や展開にそって話し合いをつなげる」（p.36）

気象庁「防災気象情報とその効果的な利用」をもとに作成

命の危険直ちに安全確保！
既に安全な避難ができず、命が

危険な状況。今いる場所よりも

安全な場所へ直ちに移動する。

警戒レベル4までに必ず避難

台風などにより暴風が予想され

る場合は、暴風が吹き始める前

に避難を完了しておく。

危険な場所から高齢者等は避難

高齢者等以外の人も必要に応じ、

ふだんの行動を見合わせ始めた

り、避難の準備をしたり、自主

的に避難する。

ハザードマップなどにより、自

宅等の災害リスクを再確認する

とともに、避難情報の把握手段

を再確認する。

災害への心がまえを高める

すで

災
害
へ
の
備
え
を
し
て
い
る
人
が

37
％
っ
て
こ
と
じ
ゃ
な
い
？

複
数
の
情
報
を
比
較
し
た
り
、

分
類
・
関
係
づ
け
た
り
す
る
こ
と
で
、

今
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た
情
報
が

見
え
る
よ
う
に
な
る
ぞ
。

Ｑ
１
で
は
、「
災
害
に
対
し
て

不
安
や
危
機
感
が
あ
る
」っ
て
回
答

し
た
人
が
86
％
も
い
た
の
に
！

こ
う
や
っ
て
Ｑ
１
と
Ｑ
２
を
関
連

づ
け
て
考
え
る
と
、
災
害
へ
の
不
安
や

危
機
感
は
も
っ
て
い
る
が
、
何
も
備
え

　

て
い
な
い
と
い
う
人
が
多
い
と
い
う

　
　
　
こ
と
が
わ
か
る
ん
だ
！

そ
の
疑
問
を
大
事
に
、

資
料
Ａ
「
防
災
に
関
す
る
デ
ー
タ
」
と

資
料
Ｂ
「『
み
ん
な
で
い
る
か
ら
大
丈
夫
』

の
怖
さ
」
を
読
み
解
い
て
、
防
災
訓
練
の

案
内
を
作
ろ
う
！

Ｑ
２
の
37
％
は
、

ず
い
ぶ
ん
少
な
い
よ
ね
。

で
も
な
ん
で
、

災
害
へ
の
危
機
感
は
あ
る

の
に
、
備
え
な
い
人
が

多
い
ん
だ
ろ
う
？

ち
な
み
に
、
ク
ロ
は
何
か

災
害
に
備
え
て
い
る

こ
と
っ
て
あ
る
の
？

非
常
食
を
7
日
分

常
備
し
て
い
る
ぞ
。

災
害
時
に
1
週
間
分
の

非
常
食
を
常
備
し
て
お
く

こ
と
が
推す

い

奨し
ょ
うさ

れ
て
い
る

か
ら
な
。

今
食
べ
ち
ゃ

だ
め
じ
ゃ
ん！

こ
れ
は
、
賞
味
期
限

が
近
い
か
ら
…
…
。

確
か
に
ね
。

な
る
ほ
ど
！

あ
れ
？

よ
く

気
づ
い
た
ね
！

Q2

比較する

A
A ＋

AA

BB

B

B

複数の情報を比べることで、
そのものの特徴が明確になる。

分類する

複数の情報の共通点や類似点
をもとに分類することで、相
違点が明確になる。

関係づける

複数の情報を関係づけること
で、新たな情報を得ることが
できる。

C

るい  じ

147 情報──情報を関係づける
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情報情
報
の

扱
い
方

目
標

情
報
を
関
係
づ
け
る

二
つ
の
デ
ー
タ
、
ど
う
関
係
づ
け
る
？

◎ 

比
較
や
分
類
、
関
係
づ
け
な
ど
の
情
報
の
整
理
の
仕
方

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
内
容
を
解か

い

釈し
ゃ
くす
る
。

◎ 

引
用
や
出
典
の
示
し
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
読
み

手
の
立
場
に
立
っ
て
表
記
や
表
現
の
仕
方
を
整
え
る
。

地
域
の
人
た
ち
に
向
け
て

防
災
訓
練
の
案
内
を

作
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

災
害
に
対
し
て
86
％
も
の

人
が
危
機
感
を
も
っ
て

い
る
か
ら
意
識
が
高
い
ね
。

そ
う
か
な
…
…
。

86
％
の
人
が
不
安
に
思
っ
て

い
る
の
は
よ
く
な
い
こ
と

　
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

災
害
に
対
し
て
の
不
安
や

危
機
感
（
Ｑ
１
）
だ
け
で

判
断
し
て
い
な
い
か
？

確
か
に
Ｑ
１
だ
け
見
れ
ば

そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、

Ｑ
２
か
ら
読
み
取
れ
る
情
報
も

あ
わ
せ
て
判
断
し
よ
う
！

若
葉
町
の
人
を

対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
が

あ
っ
た
よ
。

災
害
に
対
し
て
不
安
や
危
機
感
が
あ
る

災
害
が
起
き
た
と
き
の
た
め
の

備
え
を
し
て
い
る

放
課
後

見
せ
て！

ち
ょ
っ
と

待
て
い
！

ある国語の
授業

Q1Q2

146
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「情報──情報を関係
づける」（p.146）

目
標

グループディスカッション

あるテーマについて、異なる立場や考えの人たち
が少人数で意見を交換すること。

　少
人
数
で
話
し
合
う
「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
は
、
考
え
を
広
げ
た
り

深
め
た
り
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

　話
し
合
い
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

　こ
こ
で
は
、「
話
し
合
い
を
つ
な
げ
る
」

た
め
の
「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
に
つ
い
て

学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
話
題
や
展
開
を
捉と

ら

え
な
が
ら
話
し
合
い
、
互た

が

い
の
発

言
を
結
び
つ
け
て
考
え
を
ま
と
め
る
。

○
必
要
に
応
じ
て
記
録
し
た
り
質
問
し
た
り
し
な
が
ら

話
の
内
容
を
捉
え
、
共
通
点
や
相そ

う

違い

点
な
ど
を
ふ
ま

え
て
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
。

グループ
ディスカッション

話
題
や
展
開
に
そ
っ
て

話
し
合
い
を
つ
な
げ
る

学
び
を
振
り
返
る

話
し
合
い
で
の
発
言
を
振
り
返
る

3
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
す
る

2
「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
を
見
つ
け
る

1 学
習
の
流
れ

ふ

5

36
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◎「
竜
」
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
考
え
よ
う
。

◎
教
科
書
の
表
紙
の
絵
の
タ
イ
ト
ル
を
考
え
よ
う
。

◎
文
化
祭
の
出
し
物
は
何
が
よ
い
か
。

◎
も
し
も
有
名
人
の
特
別

授
業
が
一
時
間
だ
け
受

け
ら
れ
る
と
し
た
ら
、

誰だ
れ

を
招
き
た
い
か
。

提
案
提
案

ア
イ
デ
ア
を
出
す

▪例「
じ
ゃ
あ
、…
…
は
ど
う
か
な
」

▪例「
私
は
、
…
…
が
い
い
な
」

◇

質
問
質
問

理
由
を
問
い
か
け
る

▪例「
ど
う
し
て
？
」

▪例「
な
ぜ
反
対
な
の
か
な
？
」

☆

確
認
確
認

か
く
か
く

に
ん
に
ん

発
言
内
容
を
確
か
め
る

▪例「
…
…
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」

▪例「
例
え
ば
何
？
」

★

促
し
促
し

う
な
が

う
な
が

相
手
の
発
言
を
促
す

▪例「
○
○
さ
ん
は
ど
う
？
」

▪例「
…
…
に
つ
い
て
意
見
は
あ
る
？
」

◆

テーマ例

話
し
合
い
を
「
つ
な
げ
る
」（
一
年
）

提
案

「
じ
ゃ
あ
、
…
…
は
ど
う
か
な
」

確
認

「
…
…
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」

質
問

「
ど
う
し
て
？
」

促
し

「
〇
〇
さ
ん
は
ど
う
？
」

話
し
合
い
を
「
深
め
る
」（
二
年
）

反
論

「
で
も
、
…
…
」

理
由
づ
け
「
だ
っ
て
…
…
だ
か
ら
」

受
容

「
…
…
は
わ
か
る
よ
」

言
い
換
え
「
そ
れ
っ
て
、
…
…
だ
よ
ね
」

話
し
合
い
を
「
計
画
的
に
進
め
る
」（
三
年
）

計
画

「
話
し
合
う
順
番
は
…
…
」

展
開

「
次
は
、
…
…
に
つ
い
て
話
そ
う
」

軌き

道ど
う

修
正
「
話
を
元
に
戻も

ど

そ
う
よ
」

整
理

「
意
見
を
ま
と
め
る
と
…
…
」

＊
う
な
ず
く
、
相
づ
ち
を
う
つ
、
顔
を
向
け
る
な

ど
、
相
手
が
話
し
や
す
い
聞
き
方
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

こ
の
教
科
書
に
出
て
く
る

「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
と
発
言
例

次
の
「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
を
意
識
し
て
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

 

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
す
る

2

38
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◎「
竜
」
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
考
え
よ
う
。

◎
教
科
書
の
表
紙
の
絵
の
タ
イ
ト
ル
を
考
え
よ
う
。

◎
文
化
祭
の
出
し
物
は
何
が
よ
い
か
。

◎
も
し
も
有
名
人
の
特
別

授
業
が
一
時
間
だ
け
受

け
ら
れ
る
と
し
た
ら
、

誰だ
れ

を
招
き
た
い
か
。

提
案
提
案

ア
イ
デ
ア
を
出
す

▪例「
じ
ゃ
あ
、…
…
は
ど
う
か
な
」

▪例「
私
は
、
…
…
が
い
い
な
」

◇

質
問
質
問

理
由
を
問
い
か
け
る

▪例「
ど
う
し
て
？
」

▪例「
な
ぜ
反
対
な
の
か
な
？
」

☆

確
認
確
認

か
く
か
く

に
ん
に
ん

発
言
内
容
を
確
か
め
る

▪例「
…
…
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」

▪例「
例
え
ば
何
？
」

★

促
し
促
し

う
な
が

う
な
が

相
手
の
発
言
を
促
す

▪例「
○
○
さ
ん
は
ど
う
？
」

▪例「
…
…
に
つ
い
て
意
見
は
あ
る
？
」

◆

テーマ例

話
し
合
い
を
「
つ
な
げ
る
」（
一
年
）

提
案

「
じ
ゃ
あ
、
…
…
は
ど
う
か
な
」

確
認

「
…
…
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」

質
問

「
ど
う
し
て
？
」

促
し

「
〇
〇
さ
ん
は
ど
う
？
」

話
し
合
い
を
「
深
め
る
」（
二
年
）

反
論

「
で
も
、
…
…
」

理
由
づ
け
「
だ
っ
て
…
…
だ
か
ら
」

受
容

「
…
…
は
わ
か
る
よ
」

言
い
換
え
「
そ
れ
っ
て
、
…
…
だ
よ
ね
」

話
し
合
い
を
「
計
画
的
に
進
め
る
」（
三
年
）

計
画

「
話
し
合
う
順
番
は
…
…
」

展
開

「
次
は
、
…
…
に
つ
い
て
話
そ
う
」

軌き

道ど
う

修
正
「
話
を
元
に
戻も

ど

そ
う
よ
」

整
理

「
意
見
を
ま
と
め
る
と
…
…
」

＊
う
な
ず
く
、
相
づ
ち
を
う
つ
、
顔
を
向
け
る
な

ど
、
相
手
が
話
し
や
す
い
聞
き
方
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

こ
の
教
科
書
に
出
て
く
る

「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
と
発
言
例

次
の
「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
を
意
識
し
て
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
す
る

2

教
科
書
の
表
紙
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図書の構成・内容［教材名］ 学習指導要領の内容 該当箇所
（ページ）

配当
時数

1
　
豊
か
に
想
像
す
る

詩 朝のリレー
（谷川俊太郎）

読エ　文章の構成や展開、表現の効果について考える。
読オ　自分の考えを確かなものにする。

［言語活動］ 読イ　考えを伝え合う
22～25 2

物語 竜
（今江祥智）

読イ　場面の展開や登場人物の心情の変化を捉える。
読エ　文章の構成や展開、表現の効果について考える。

［言語活動］ 読イ　考えを伝え合う
26～35 4

話す・聞く グループディスカッション
話題や展開にそって
話し合いをつなげる

話聞エ　記録したり質問したりしながら内容を捉え、共
通点や相違点などをふまえて、考えをまとめる。
話聞オ　話題や展開を捉えながら話し合い、互いの発言
を結びつけて考えをまとめる。

［言語活動］ 話聞イ　話し合い

36～39 4

言葉発見1 音声のしくみとはたらき 言葉ア　音声のはたらきやしくみについて理解を深める。 40～41 1

2
　
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

読み方を学ぼう① 説明文の基本構造
ペンギンの防寒着（上田一生）

読ア　中心的な部分と付加的な部分、事実と意見との関
係などを捉え、要旨を把握する。
読エ　文章の構成や展開、表現の効果について考える。

［言語活動］ 読ア　考えをまとめる

44～47 1

説明 クジラの飲み水
（大隅清治） 48～55 4

漢字のしくみ1 活字と手書き文字・画数・筆順 言葉イ　常用漢字（300 字～400 字）を読む。
言葉ウ　事象や行為、心情を表す語句の量を増す。

56～57 1

書く レポート
調べたことを整理して 
わかりやすくまとめる

書ア　集めた情報を整理し、伝えたいことを明確にする。
書イ　段落の役割を意識して文章の構成や展開を考える。

［言語活動］ 書ア　説明・記録・引用
58～63 5

3
　
も
の
の
見
方
・
感
性
を
養
う

物語 空中ブランコ乗りのキキ
（別役実）

読イ　場面の展開や登場人物の相互関係、心情の変化を
捉える。
読オ　自分の考えを確かなものにする。

［言語活動］ 読イ　考えを伝え合う

66～77

4
読み方を学ぼう② 人物相関図 78

文法の窓1 言葉の単位・文節の関係 言葉エ　単語の類別について理解する。 79 3

随筆 字のない葉書
（向田邦子）

読イ　場面の展開や登場人物の相互関係、心情の変化を
捉える。
読ウ　場面と描写などを結びつけて内容を解釈する。

［言語活動］ 読イ　考えを記録する

80～85

3
読み方を学ぼう③ 行動描写 86

書く 随筆
体験に向き合い意味づける

書ア　日常生活の中から題材を決める。
書オ　読み手からの助言などをふまえ、自分の文章のよ
い点や改善点を見いだす。

［言語活動］ 書ウ　随筆

87～90 5

漢字のしくみ2 成り立ちと部首 言葉イ　常用漢字（300 字～400 字）を読む。
言葉ウ　事象や行為、心情を表す語句の量を増す。

91～93 1

私の読書体験 本を読むことのおもしろさ
（又吉直樹）

読オ　自分の考えを確かなものにする。
［言語活動］ 読ウ　学校図書館などを利用

94～95 2

4
　
論
理
的
に
考
え
る

説明 一〇〇〇円の価値を考える
（八木陽子）

読ア　事実と意見との関係などについて叙述をもとに捉
え、要旨を把握する。
読エ　文章の構成や展開について根拠を明確にして考える。

［言語活動］ 読ア　考えをまとめる

98～105
4

読み方を学ぼう④ 三角ロジック 106～107

言葉発見2 接続する語句・指示する語句 言葉ウ　事象や行為、心情を表す語句の量を増す。
言葉エ　指示する語句や接続する語句の役割を理解する。

108～109 1

話す・聞く スピーチ
構成を工夫して魅力を伝える

話聞イ　中心的な部分と付加的な部分、事実と意見の関
係に注意して話の構成を考える。
話聞ウ　相手の反応をふまえながら、表現を工夫する。

［言語活動］ 話聞ア　紹介

110～113 5

対照表2



図書の構成・内容［教材名］ 学習指導要領の内容 該当箇所
（ページ）

配当
時数

5
　
古
典
に
学
ぶ

解説 月を思う心 言語文化イ　さまざまな種類の作品があることを知る。
読ア　要旨を把握する。

［言語活動］ 読ア　解説を読む
116～117 1

古文 竹取物語 言語文化ア　古文を音読し、古典の世界に親しむ。
読イ　登場人物の相互関係、心情の変化を捉える。

［言語活動］ 読イ　考えを伝え合う
118～131

4
古文の読み方 古典の仮名遣い 言語文化ア　文語のきまりを知る。 132

コラム 「このあたり」ってどのあたり？ 言語文化イ　さまざまな種類の作品があることを知る。 133

漢文 故事成語──矛盾 言語文化ア　文語のきまりや訓読の仕方を知り、古文や
漢文を音読し、古典の世界に親しむ。
読エ　文章の構成や展開について根拠を明確にして考える。

［言語活動］ 読イ　考えを記録する

134～137
3

漢文の読み方 訓読の仕方 言語文化ア　訓読の仕方を知る。 138～139

漢字のしくみ3 漢字の音と訓 言葉イ　常用漢字（300 字～400 字）を読む。
言葉ウ　事象や行為、心情を表す語句の量を増す。 140～141

1

コラム 漢字文化をアレンジする日本の力 言葉イ　常用漢字（300 字～400 字）を読む。 142～143

6
　
情
報
を
関
係
づ
け
る

解説 マンガ　情報の扱い方 読ア　事実と意見との関係などについて叙述をもとに捉
える。
読ウ　必要な情報に着目して要約し、内容を解釈する。

［言語活動］ 読ウ　考えを報告する

146～147 1

図表 防災に関するデータ 148～149 1

記録 「みんなでいるから大丈夫」
の怖さ
（山村武彦）

読ウ　必要な情報に着目して要約し、内容を解釈する。
読オ　自分の考えを確かなものにする。

［言語活動］ 読ウ　考えをまとめる
150～153 2

書く 行事案内リーフレット
必要な情報をわかりやすく伝える

書エ　読み手の立場に立って文章を整える。
［言語活動］ 書イ　案内・報告 154～157 5

言葉発見3 方言と共通語 言葉ウ　事象や行為、心情を表す語句の量を増す。
言語文化ウ　共通語と方言の果たす役割を理解する。 158～159 1

7
　
読
み
を
深
め
合
う

詩 それだけでいい
（杉みき子）

読ウ　場面と場面を結びつけて内容を解釈する。
読エ　構成や展開、表現の効果について根拠を明確にし
て考える。

［言語活動］ 読イ　考えを伝え合う

162～164
2

読み方を学ぼう⑤ 詩の表現技法 165

言葉発見4 比喩・倒置・反復・対句・体言
止め

言葉ウ　事象や行為、心情を表す語句の量を増す。
言葉オ　表現技法を理解し使う。 166～167 1

書く 詩
思いや発見をリズムに乗せる

書ア　目的や場面に応じて、日常生活の中から題材を決
める。
書エ　読み手の立場に立って文章を整える。

［言語活動］ 書ウ　創作

168～171 4

小説 トロッコ
（芥川龍之介）

読イ　場面の展開や登場人物の相互関係、心情の変化な
どについて、描写をもとに捉える。
読ウ　場面と描写などを結びつけて内容を解釈する。

［言語活動］ 読イ　考えを記録する

172～183

5読み方を学ぼう⑥ 情景描写 184

芥川龍之介の世界 185

読書活動 私が選ぶこの一文 話聞イ　事実と意見との関係に注意して話の構成を考える。
話聞エ　共通点や相違点などをふまえて、自分の考えを
まとめる。

［言語活動］ 話聞ア　紹介

186～187 3

8
　
視
野
を
広
げ
る

説明 意味と意図──コミュニケ
ーションを考える（川添愛）

読ウ　必要な情報に着目して要約し、内容を解釈する。
読オ　自分の考えを確かなものにする。

［言語活動］ 読ア　考えをまとめる

190～197
5

読み方を学ぼう⑦ 要約 198

書く 意見文
根拠を明確にして考えを述べる

書イ　内容の中心が明確になるように、段落の役割など
を意識して文章の構成や展開を考える。
書ウ　根拠を明確にしながら、自分の考えが伝わる文章
になるように工夫する。

［言語活動］ 書ア　意見

199～202 6

文法の窓2 単語の類別・品詞 言葉エ　単語の類別について理解する。 203 3



図書の構成・内容［教材名］ 学習指導要領の内容 該当箇所
（ページ）

配当
時数

9
　
振
り
返
っ
て
見
つ
め
る

小説 少年の日の思い出
（ヘルマン＝ヘッセ
［訳］高橋健二）

読エ　文章の構成や展開について根拠を明確にして考える。
読オ　自分の考えを確かなものにする。

［言語活動］ 読イ　考えを伝え合う
206～219

5

読み方を学ぼう⑧ 語り手・視点 220

話す・聞く グループ新聞
一年間の自分とクラスを
振り返って

話聞ア　集めた材料を整理し、伝え合う内容を検討する。
［言語活動］ 話聞イ　取材・編集会議

222～227

3

書く 書エ　読み手の立場に立って文章を整える。
［言語活動］ 書ア　記録・編集 5

歌の言葉 始まりの歌（［歌］緑黄色社会） 228～229 －

言葉エ　単語の類別について理解する。 230～242 －

資
料
編

読
書
の
広
場

小さな図書館 ◎幅広い読書への誘いを示し、学んだことを活用する場を
用意するとともに、読書に親しむ態度の育成を図ってい
る。

244～249

適宜

日本十進分類法／本の構造 250～251

小説 電車は走る（重松清） 252～257

小説 おじいさん（西加奈子） 258～265

説明 玄関扉（渡辺武信） 266～269

説明 食感のオノマトペ（早川文代） 270～273

随想 この小さな地球の上で（手塚治虫） 274～279

古文 古事記 280～285

落語の世界 286～287

落語　桃太郎（もとしたいづみ） 288～291

日本文学名作集 292～295

小倉百人一首 296～301

社
会
生
活
に
生
か
す

著作権と引用 ◎「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の学習や、
他教科の学習、日常生活・社会生活における言語活動を
支える学びの方法を整理し、国語を適切に表現し正確に
理解する能力の育成や、伝え合う力を高めることを図っ
ている。

302～303

適宜

メモを活用する 304～305

質問の仕方 306～307

話し合いの形式を選ぶ 308～309

辞典を活用する 310～311

手紙・はがき・メールの書き方 312～313

原稿用紙の使い方・推敲の仕方 314～315

読書感想文の書き方 316～317

参
考
資
料

学習用語辞典 ◎国語科の学習を効果的に進める上で役立つ知識を整理し
て示し、国語に対する認識を深め、国語を尊重する態度
の育成を図っている。

318～323

適宜

語彙の広がり 324～327

五十音図とローマ字 328～329

一年生で学ぶ漢字字典 330～341

一年生で学ぶ音訓 342

小学校六年生で学習した漢字 343

常用漢字表音訓一覧 344～356

常用漢字表付表 357

二次元コード参照先コンテンツ
一覧

358～359

「読み方を学ぼう」一覧 折込

※漢字の取り立て教材「漢字を身につけよう」は、年間を通してバランスよく学習できるよう、各単元に年間9箇所（各1時間）配置した。

文法のまとめ



編 修 趣 意 書
（教育基本法との対照表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

105-84 中学校 国語 国語 2

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

学び方を習得し、見通しをもって自覚
的に活用しながら、学びに向かう力を
高めます。

他者との交流・共有を通して、多様な
価値観が共生する社会で生きる力を
高めます。

知識・技能と思考力・判断力・表現力
を確実に育成し、言語文化の担い手を
育てます。

主体的に学ぶ 対話を通して学ぶ

深く学ぶ

主体的に
学ぶ

自ら学ぶ力を育てる─見通しと振り返り、学びに向かう力1

活用できる力を育てる─学び方を学ぶ、言葉で考える力、語彙の拡充2

かかわる力を育てる─対話・合意形成、コミュニケーション能力3

「共生社会」の一員として─多様な価値観、ものの見方・考え方の広がり4

「自分の考え」をつくる─思考力・判断力・表現力、情報の関連づけ5

言葉と文化の担い手として─豊かな読書、伝統的な言語文化の継承・発展6

対話を
通して
学ぶ

深く学ぶ

この教科書は、教育基本法に掲げられた目標及び学習指導要領の目標を達成するために、
次の6点を基本方針として編修しました。

個別最適な学びと協働的な学びの実現個別最適な学びと協働的な学びの実現

編修の基本方針1

現代の国語 2国語 015-8215  三省堂



1 自ら学ぶ力を育てる─見通しと振り返り、学びに向かう力

 ㅡ「領域別教材一覧」に示した「つけたい力」や、各教材の冒頭に示した目標によって見通しをもち、
自律的に学習を進め、振り返ることによって身につけた力の自覚と達成感、次の学びへの意欲が
得られるように構成しました。
 ㅡ小学校からの接続に配慮し、基礎・基本を確実に習得する学習からスタートして、身につけた力
を繰り返し活用しながら、無理なく段階的に国語の力を伸ばしていくことができるよう、系統的に
構成しました。

2 活用できる力を育てる─学び方を学ぶ、言葉で考える力、語彙の拡充

 ㅡ多様な学習活動に活用できる「学び方」を身につけることを重視しています。
 ㅡ各学年のはじめには、基本となる「読み方」に焦点化して学習する「プレ教材」を設定しました。
 ㅡ「話すこと・聞くこと」「書くこと」教材や ｢読むこと」教材の「学びの道しるべ」には、思考と語彙
に関する解説を設けて、「知識・技能」の確実な習得を図り、豊かな活用への道筋を開いています。

3 かかわる力を育てる─対話・合意形成、コミュニケーション能力

 ㅡ対話・交流・共有によって学習を進めていくことを大切にしています。相手や目的などの条件を
意識して的確に表現する力を育成できるようにしました。
 ㅡ考えの異なりを対話によって理解し合い、より創造的な合意を生み出すことができるような学習の
流れを重視しています。

4「共生社会」の一員として─多様な価値観、ものの見方・考え方の広がり

 ㅡ多様な考えをもつ他者とのかかわりによって、異なる意見を尊重しながら、自分のものの見方・考
え方を拡充できるような学習活動や教材を設定しました。
 ㅡさまざまな価値観が並立するグローバル社会、共生社会の一員として求められる幅広い資質・能
力を育成できるよう、題材を選定し、単元を構成しました。

5「自分の考え」をつくる─思考力・判断力・表現力、情報の関連づけ

 ㅡ多くの知識を蓄え、技能を習得することとともに、それらを活用して「自分の考え」を形成するこ
とへと展開しています。
 ㅡ「何がわかり、できるようになったか」にとどまらず、「あなたはどのように考えるか」と繰り返し
問い、自分自身にとっての切実な問題として学習が成立するように構成しました。
 ㅡ思考や表現によって「自分の考え」をつくり、対話を繰り返しながら自己認識と他者理解を深めて
いくことを目指しています。

6 言葉と文化の担い手として─豊かな読書、伝統的な言語文化の継承・発展

 ㅡ社会生活の中で読書に親しみ、言語文化にふれて自らを豊かにする誘いとなるような教材を配列
しました。
 ㅡ生涯にわたって本を読み続け、さまざまな言語文化にみずみずしい興味・関心をもち、その担い
手となることを願って、学習活動や資料を設定しました。

主
体
的
に
学
ぶ

深
く
学
ぶ

対
話
を
通
し
て
学
ぶ



教育基本法第 2 条各号に示す教育の目標との対照について、主な教材を取り上げ、教科書の該当ページ
を示しました。

対照表2

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色
＊教育基本法第2条各号に関連する学習のねらいを示します。

該当箇所
（ページ）領域 文種など 教材名

本
編

読
む
こ
と

詩 名づけられた葉
（新川和江）

 人間個々の存在を「ポプラの葉」として捉え、何千何万の葉
の一枚にすぎないけれど「誰のまねでもない」美しい生き方
を求める詩人のものの見方に出会うことで、個の価値を尊重
して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主および自律の
精神を養うことをねらいとしています（第二号）。

22～25

小説 小さな手袋
（内海隆一郎）

 「シホ」と「おばあさん」とのせつなくも温かい交流を描いた
教材を読むことを通して、豊かな情操と道徳心を培うととも
に、健やかな身体を養うこと（第一号）、かけがえのない生
命を尊ぶ態度を養うこと（第四号）をねらいとしています。

170～181

小説 走れメロス
（太宰治）

 友情と信頼をめぐる葛藤、克己、喜怒哀楽などの心の揺れや
動きが描かれた作品を読むことを通して、人間や生き方につ
いての真理を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心を培う
ことをねらいとしています（第一号）。

208～225

解説 短歌の世界
（俵万智）

 我が国固有の言語文化として愛され続けてきた短歌の世界に
ふれ、そのよさと価値を理解することで、伝統と文化を尊重し、
それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、他
国を尊重する態度を養うことをねらいとしています（第五号）。

64～72
短歌 短歌十首

論説 人間は他の星に住
むことができるの
か

（渡部潤一）

 天文学者たちの探究を記した教材を読むことを通して、幅広
い知識と教養を身につけ、真理を求める態度を養うことをね
らいとしています（第一号）。
 地球が人間にとって貴重な環境であることを論じる教材を読
むことを通して、生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全
に寄与する態度を養うことをねらいとしています（第四号）。

48～55

報告 壁に残された伝言
（井上恭介）

 「被爆の伝言」が発見された経緯、後世の人々の思いや願い
を描いたルポルタージュを読むことを通して、生命を尊ぶ態
度を養うこと（第四号）、また、国際社会の平和と発展に寄
与する態度を養うこと（第五号）をねらいとしています。

80～87

論説 動物園でできるこ
と

（奥山英登）

 動物園の役割について述べた文章を読むことを通して、生命
を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養う
ことをねらいとしています（第四号）。
 動物園の飼育員の仕事に対する思いや考えにふれることで、
職業および生活との関連を重視し、勤労を重んずる態度を養
うことをねらいとしています（第二号）。

190～199

読み方を学ぼう  読みの方略を学ぶことを通して、個人の価値を尊重して、そ
の能力を伸ばし、創造性を培い、自主および自律の精神を養
うことをねらいとしています（第二号）。

36, 44, 73, 
100, 134, 182, 

200, 226

我
が
国
の
言
語
文
化

古文 平家物語  戦いの世に生きる者の非情と慈悲の間で揺れ動く心理を描い
た作品を読むことを通して、豊かな情操と道徳心を培うとと
もに（第一号）、生命を尊ぶ態度を養うこと（第四号）をねら
いとしています。

120～133

漢文 漢詩の世界  漢詩を読み味わうことを通して、伝統と文化を尊重し、それ
らをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を
尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことを
ねらいとしています（第五号）。

136～139



図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色
＊教育基本法第2条各号に関連する学習のねらいを示します。

該当箇所
（ページ）領域 文種など 教材名

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

グループ
ディスカ
ッション

互いの考えを尊重
しながら話し合い
を深める

 情報を得る際の適切な手段について話し合うことを通して、
自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に基づき、
主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養
うことをねらいとしています（第三号）。

38～41

プレゼン
テーショ
ン

資料や機器を活用
して効果的に発表
する

 情報を集め整理し、プレゼンテーションする活動を仲間とと
もに進めていくことで、自他の敬愛と協力を重んずるととも
に、公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、そ
の発展に寄与する態度を養うことをねらいとしています（第
三号）。

104～109

書
く
こ
と

手紙・
メール

心をこめてわかり
やすく書く

 相手や目的を意識して手紙やメールを書くことで、自他の敬
愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に基づき、主体的
に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと
をねらいとしています（第三号）。

56～59

投稿文 複数の情報を関連
づけて根拠を明ら
かに示す

 水問題に関する考えを深めて投稿文を書くことで、生命を尊
び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うこと

（第四号）、我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、
国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと（第五号）
をねらいとしています。

158～160

資
料
編

 ◉幅広い知識を身につけ、自主および自律の精神を養うことに資するものとして、さまざまな学習機
会を捉えて繰り返し活用できる実践的知識や方法とともに、家庭学習を含めた自学自習に役立つ教
材を「資料編」としてまとめました（第一号、第二号）。

255～
折り込み

読書の広場 小さな図書館  「幅広い知識と教養」「真理の探求」「豊かな情操と道徳心」「勤
労の精神」「生命や自然」「伝統と文化」「国際社会の平和」な
どを尊重し涵養するための読書活動を推進することを意図し
て、47 冊の本をテーマ別に紹介しています（第一号、第二号、
第三号、第四号、第五号）。

256～261

歌舞伎の世界
歌舞伎　外郎売

 日本が世界に誇る伝統芸能である歌舞伎の世界を楽しむこと
を通して、伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我
が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平
和と発展に寄与する態度を養うことをねらいとしています

（第五号）。

292～297

日本文学名作集  奈良時代から現代の小説に至るまで、各時代の代表的な作品
やその冒頭を紹介した年表に親しむことを通して、伝統と文
化を尊重する態度を養うことをねらいとしています（第五
号）。

298～301

社会生活に
生かす

著作権と引用  著作権や引用の仕方に関する基礎的な知識を身につけること
で、さまざまな情報源にアクセスし、幅広い知識と教養を身
につけたり、真理を求める態度を養ったりすることをねらい
としています（第一号）。

308～309

質問の仕方  質問を工夫して相互の理解を進め、コミュニケーションを活
発にし、思考を深めることを通して、個人の価値を尊重して、
その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律の精神を養
うことをねらいとしています（第二号）

312～313

話し合いの形式を
選ぶ

 集団におけるさまざまなコミュニケーションの形式を学ぶこ
とで、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に
基づき、主体的に社会の形成に参画する態度を養うことをね
らいとしています（第三号）。

314～315



全ての学習者が学習しやすい紙面づくり

 ㅡユニバーサルデザインに配慮しています。特別支援教育ならびにカラーユニバーサルデザインの専
門家の指導と校閲のもと、誰もが使いやすい教科書となるよう工夫しました。

特別支援教育への配慮

・各教材の冒頭に学習のねらいを提示し、学習活動の手順を丁寧に示しました。
・「話すこと・聞くこと」「書くこと」教材では、学習手順を上段に、学習のポイントや参考となる情報

を下段に示すなど情報を整理し、わかりやすく、スムーズな学習指導に資するレイアウトとなるよう
工夫しました。

・情報のまとまりを線で囲んだり太字にしたり、重要な情報を大きく示したり、図版と図版の間を空け
たりすることで、わかりやすく、見やすくしています。
・挿絵・図版を適所に配置し、学習者の学習意欲を喚起し、内容の理解を支えています。各学年の「読

み方を学ぼう」や「思考の方法」では、文章での解説は簡潔に示し、わかりやすい図解を用いることで、
内容を視覚的に捉えられるように工夫しました。

カラーユニバーサルデザインへの対応

・色覚の特性を考慮し、誰にでも見やすく、学びやすい配色となるよう工夫しました。
・識別しにくい配色は避け、色だけの違いに頼らず、形の違いや、記号・番号・説明文などの補助的

な手がかりを設けました。
・色の濃淡や罫線の使い分けなどで違いが明確になるようにしました。
・識別しやすい色を追究し、古典教材の現代語訳では、色覚の特性による見え方の差が少ない青色を

用いました。

二次元コードコンテンツで個別最適な学びを支援

・解説動画、朗読音声、漢字や文法のデジタルドリル、補充教材、ワークシート、参考資料等の豊富
なコンテンツを参照先で提供し、学びを深めるとともに、個別最適な学びを支援しています。

環境にやさしい教科書

 ㅡ用紙については、環境の保護、資源の節約のため、原料や製法に配慮した、環境にやさしい紙を使
用しています。
 ㅡインキについては、植物由来の油および、それらを主体とする廃食用油等をリサイクルした再生油を
含んだ、印刷インキ工業連合会認定の植物油インキを使用しています。 

その他の配慮事項

 ㅡ製本は堅牢で、十分な耐久性を備えています。
 ㅡ教材で使用している文字については、独自の明朝体・ゴシック体・教科書体を開発して、画数や点
画の方向等においても誤解が生じないようにしました。

上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色3



学
び
を
広
げ
る

 

王
が
「
ど
う
か
、
わ
し
を
も
仲
間
に
入
れ
て
く
れ
ま
い
か
。」（
222
ペ
ー
ジ
・
19
行
め
）
と

言
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
メ
ロ
ス
と
の
出
会
い
の
場
面
と
比
べ
な
が
ら
考
え
よ
う
。

　

 

物
語
を
通
し
て
、
メ
ロ
ス
は
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
と
思
う
か
。
メ
ロ
ス
の
人
物
像
を
表
す

言
葉
を
考
え
、
理
由
と
と
も
に
交
流
し
よ
う
。

抽ち
ゅ
う

象し
ょ
う

化
す
る

 ●

　「走
れ
メ
ロ
ス
」
で
の
学
習
を
通
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
よ
う
。

　
振
り
返
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　人
物
像
・
表
現
の
効
果

4自
分
の
考
え
を
深
め
る

5学
び
を
振
り
返
る

こ
の
小
説
を
映
画
化
す
る
と
し
て
、
そ
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
作
っ
て
み
よ
う
。

工
夫
の
例

　●
特
に
印
象
に
残
っ
た
と
こ
ろ
に
焦
点
を
当
て
る
。

　
　
　
　●
メ
ロ
ス
の
せ
り
ふ
部
分
を
用
い
る
。

　
　
　
　●
語
り
か
け
る
よ
う
に
表
現
す
る
。

　
　
　
　●
謎
を
も
り
こ
ん
で
興
味
を
ひ
く
。

さ
ま
ざ
ま
な
笑
い
方
の
表
現

「
憫び
ん

笑し
ょ
う」（

210
ペ
ー
ジ
・
8
行
め
）、「
嘲
笑
」

（
210
ペ
ー
ジ
・
15
行
め
）
な
ど
、
笑
い
方
に
応

じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
が
あ
り
ま
す
。

次
の
表
現
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
の
よ
う
な
笑

い
方
で
し
ょ
う
か
。

●
苦
笑

　
　●
失
笑

　
　●
談
笑

●
爆
笑

　
　●
微
笑

　
　●
冷
笑

●
せ
せ
ら
笑
い
（
215
ペ
ー
ジ
・
20
行
め
）

●
愛あ
い

想そ

笑
い

　
　●
薄
ら
笑
い

●
作
り
笑
い

　
　●
思
い
出
し
笑
い

●
て
れ
笑
い

　
　●
泣
き
笑
い

●
ほ
く
そ
笑
む
（
211
ペ
ー
ジ
・
14
行
め
）

●
ほ
ほ
笑
む
（
222
ペ
ー
ジ
・
9
行
め
）

楽
し
い
笑
い
や
温
か
い

笑
い
だ
け
で
は
な
い
ね
。

～笑
わら

い～笑
え

む ～笑
しょう

225 走れメロス
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目標

抽
象
化
す
る

 

メ
ロ
ス
と
デ
ィ
オ
ニ
ス
は
、
は
じ
め
の
場
面
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
か
。
メ
ロ
ス
が
王
城
を
出
発
す
る
ま
で
（
212
ペ
ー
ジ
・
10
行
め
）
の
叙
述
を

根
拠
に
し
て
ま
と
め
よ
う
。

　

 

妹
の
結
婚
式
の
あ
と
、
村
を
出
発
し
て
か
ら
刑け

い

場じ
ょ
うに

た
ど
り
着
く
ま
で
に
、
メ
ロ
ス
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
困
難
が
あ
っ
た
か
、
箇
条
書
き
で
整
理
し
よ
う
。

 

場
面
の
展
開
に
即
し
て
、
メ
ロ
ス
の
心
情
の
変
化
を
捉
え
よ
う
。
ま
た
、
メ
ロ
ス
の
心
情

を
表
す
表
現
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

読
み
方
を
学
ぼ
う

心
情
把
握

構
造
や
内
容
を
捉
え
る

12読
み
を
深
め
る

3

　本
文
の
具
体
的
な
表
現
を
抽
象
化
し
て
ま
と

め
る
。

要
す
る
に
、
メ
ロ
ス
は
○
○
だ
。

本
文
の
ど
こ
を
重
視

す
る
か
な
。

◎
文
章
の
構
成
や
展
開
に
即
し
て
人
物
の
心
情
を
捉
え
、
表
現
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
る
。

◎
登
場
人
物
の
人
物
像
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
。

走
れ
メ
ロ
ス

メロスは○○だ

抽
象
化本

文
③

本
文
②

本
文
①

メロスの人物像が

読み取れる表現など

224
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編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

105-84 中学校 国語 国語 2

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

1年 2年 3年

●❶ 説明文の
基本構造 ●❶ 人物設定 ●❶ 回想

●❷ 人物相関図 ●❷ 説明文の
論理展開

●❷ 批判的な
読み

●❸ 行動描写 ●❸ 想像 ●❸ 省略

●❹ 三角ロジッ
ク ●❹ 図表と文章 ●❹ 具体と抽象

●❺ 詩の
表現技法

●❺ 物語の
転換点 ●❺ 状況・背景

●❻ 情景描写 ●❻ 象徴 ●❻ 反復

●❼ 要約 ●❼ 例示
※網掛けは、折り
込み形式で説明文
の「読み方」を示
したものです。

●❽ 語り手・
視点 ●❽ 心情把握

主体的に学ぶ

1 自ら学ぶ力を育てる
─見通しと振り返り、学びに向かう力

 ㅡ各教材冒頭に「つけたい力」として学習目標を提示し、教材の
最後には学習を振り返る機会を設けました。身についた力を
自分で診断・評価し、次に生かすしくみです。
 ㅡ学習指導要領の指導事項をふまえて学習の系統化を図り、基
礎・基本を段階的に、確実に習得できるようにしました。「読
むこと」教材の「学びの道しるべ」では、丁寧かつ簡潔に学習
のプロセスを示しました。

2 活用できる力を育てる
─学び方を学ぶ、言葉で考える力、語彙の拡充

 ㅡ「読み方を学ぼう」では、「何をどのように読めば力がつくの
か」という読みの方略を図解で示しました。他教材や自主的
な読書、表現活動など
で繰り返し活用できる
全 22 の方略を 3 学年
に配置しています。
 ㅡ各方略は、「学びの道
しるべ」の課題と関連
づけて示しています。
 ㅡ巻末には、「『読み方を
学ぼう』一覧」を示し
ました。

読み方を学ぼう
人物設定説明文の

論理展開想像図表と文章物語の転換点象徴例示心情把握

「読み方」
解説動画▶

二次元
コード読書の広場274ページ「形」

6

象
徴
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を

一
つ
の
物
に
凝
縮
し
て
表
現
す
る
方

法
で
す
。
形
が
な
く
、
直
接
的
に
は

表
現
し
に
く
い
内
容
を
、
具
体
的
な

物
事
で
間
接
的
に
表
し
ま
す
。

小
説
の
中
に
は
、
象
徴
と
し
て
は

た
ら
い
て
い
る
物
や
場
所
が
出
て
き

ま
す
。
物
や
場
所
か
ら
連
想
さ
れ
る

イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に
し
て
、
そ
こ
に

象
徴
さ
れ
た
事
柄
を
読
み
解
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

「
小
さ
な
手
袋
」
に
は
、
ど
の
よ

う
な
事
柄
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。

▼
象
徴
の
は
た
ら
き
に
気
づ
く
と
、

直
接
書
か
れ
て
い
な
い
思
い
や
価

値
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

象
徴

「小さな手袋」における象徴の例

「シホは、おばあさんに会いに、雑木林へ日参するようになっていた」
「あたしがおばあちゃんのショールの中に一緒に入ってると、

とっても暖かいんだって。」
「シホはまるでおばあさんのことを忘れたように雑木林から遠のいた。」

「おばあさんは修道女に泣いて頼んだ」
…

「私」（シホの
お父さん）に
とっての

おばあさんに
とっての

シホに
とっての

❶それぞれの登場
人物にとっての
意味や思いにつ
いて考える。

❷象徴となる物や
場所を表す言葉
のイメージを思
い起こす。

❸象徴としてはたらいている物や場
所などが、作品全体の中で果たし
ている役割や効果について考える。

（意味・価値・思い）

凝縮・圧縮
守って

くれる

手袋

暖かみ

はかなさ

幼さ

小さな 小さな手袋

象徴
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各教材での学習の流れ（例「読むこと」）

「読み方を学ぼう」の一覧

ステップ1 目標の確認見
通
し

振
り
返
り

目標を確かめて、学習の見通しをもちます。

ステップ2 構造や内容を捉える

情報を整理・確認して、文章の構造や内容をつか
みます。自学自習にも対応した課題を設定しています。

ステップ3 読みを深める
文章を詳しく読み、対話を通して内容や構

成・表現の仕方についての理解を深めます。

ステップ4 自分の考えを深める
文章を読んで理解したことをもとに、自分

の考えを深めたり、広げたりします。

ステップ5 学びを振り返る
自分の学習を振り返って評価し、これから
の学習へ生かします。

＋α 学びを広げる
ステップ1～5までの学習を活用して取り
組み、学びを更に広げたり、深めたりします。

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

編修上特に意を用いた点や特色1

「読み方を学ぼう⑥ 象徴」（p.182）

「走れメロス」の
「学びの道しるべ」（p.224）

現代の国語 2国語 015-8215  三省堂



 ㅡ言葉による見方・考え方をはたらかせ、情報と

たりする方法を「思考の方法」として示しました。
 ㅡ3 年間を通して、9 種類の「思考の方法」をバラ
ンスよく配置し、各教材の学習活動の文脈にそ
って活用できるように図解を中心に示しました。
 ㅡ巻頭には、「『思考の方法』一覧」を示しました。
 ㅡ各教材の「語彙を豊かに」では、理解できる語
句と使える語句の量を増やし、語感を磨くため
に、さまざまなテーマで教材に関連した語彙を
取り上げました。

対話を通して学ぶ

3 かかわる力を育てる
─対話・合意形成、コミュニケーション能力

 ㅡ日常生活や現代社会における課題を取り上げ、
対話を通して考えたり問題解決したりする機会
と場を充実させました。
 ㅡ第 1 単元には「グループディスカッション」を
設け、話し合いを効果的にするための「こつ」を
系統的に示しました。

4「共生社会」の一員として─多様な価値観、ものの見方・考え方の広がり

 ㅡ価値観が多様化するグローバル社会で求められ
る幅広い資質・能力の育成につながる題材を精
選しました。

深く学ぶ

5「自分の考え」をつくる─思考力・判断力・表現力、情報の関連づけ

 ㅡ日常生活や現代社会における課題を取り上げ、
対話を通して考えたり問題解決したりする機会
と場を充実させました。
 ㅡ全ての教材において、自分の考えを形成する学
習過程を重視しています。
 ㅡ第 6 単元「情報を関係づける」では、図表・文
章など多様な情報を関連づけながら、現代の課
題について考える学習を設定しました。

6  言葉と文化の担い手として ─ 豊かな読書、伝統的な言語文化の継承・発展

 ㅡ資料編の「読書の広場」には、多様なジャンルの 5 本の教材を配置しました。豊かな言語文化にふれるとと
もに、「読み方を学ぼう」で習得した方略を活用できる教材を掲載しています。
 ㅡ多くの教材に二次元コードを掲載し、参照先のウェブサイト上に、動画や音声、デジタルドリル、図解した
読みの方略や、補充教材として使える資料などを豊富に掲載しています。

右5 

漢

循じ
ゅ
ん

環

︱13 

漢

一
斤き

ん

14 

漢

鶏
に
わ
と
り

15 

漢

豚ぶ
た

5	

意
維
持
↓
類
保
持

6	

意
衛
生

20	

意
穀
倉

ぎ
な
い
。
地
球
上
に
は
も
と
も
と
水
の
多
い
地
域
と
少
な
い
地
域
が
あ
る
。
水
の
少
な
い
地
域
で
は
水
不
足

が
起
こ
り
や
す
い
し
、
水
が
多
い
地
域
で
も
汚
染
さ
れ
て
し
ま
え
ば
使
え
る
水
は
少
な
く
な
る
。

一
方
で
、
人
口
増
加
と
産
業
の
発
達
に
よ
っ
て
、
使
う
水
の
量
は
増
え
続
け
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
に
は

三
〇
億
人
だ
っ
た
人
口
が
、
二
〇
〇
九
年
に
は
二
倍
以
上
に
増
え
、
二
〇
五
〇
年
に
は
九
七
億
人
に
な
る
と

予
想
さ
れ
て
い
る
。
人
間
は
、
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低
限
の
水
分
の
他
、
手
洗
い
や
洗
面
な

ど
の
衛
生
を
保
つ
た
め
の
水
を
含
め
て
、
一
日
一
人
当
た
り
五
〇
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

飲
み
水
や
体
を
洗
う
水
な
ど
の
、
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
「
見
え
る
水
」
は
、
人
口
の
増
加
に
し
た
が
っ
て
、

当
然
増
え
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
使
っ
て
い
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
に
く
い
「
見
え
な
い
水
」
も
増
加
し
続
け
て
い
る
。

余
り
気
づ
か
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
毎
日
食
べ
て
い
る
御
飯
の
も
と
で
あ
る
米
、
パ
ン
の
原
料
と
な

る
小
麦
を
育
て
る
と
き
に
も
、
水
は
必
要
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
何
か
を
作
る
と
き
に
必
要
な
「
見
え
な
い

水
」
の
こ
と
を
「
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
仮
想
水
）」
と
い
う
。

例
え
ば
、
食
パ
ン
一
斤
を
作
る
に
は
、
小
麦
粉
三
〇
〇
グ
ラ
ム
を
使
う
。
そ
の
小
麦
粉
三
〇
〇
グ
ラ
ム
を

作
る
に
は
、
六
三
〇
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
必
要
と
な
る
。
肉
の
場
合
は
、
も
っ
と
大
量
の
水
が
必
要
だ
。
鶏
や

豚
や
牛
は
水
を
飲
む
し
、
さ
ら
に
、
水
を
使
っ
て
育
て
た
穀
物
を
餌
に
し
て
い
る
か
ら
だ
。
家か

畜ち
く

が
育
つ
ま

で
に
使
っ
た
水
を
計
算
す
る
と
、
豚
肉
一
〇
〇
グ
ラ
ム
当
た
り
五
九
〇
リ
ッ
ト
ル
、
牛
肉
一
〇
〇
グ
ラ
ム
当

た
り
二
〇
六
〇
リ
ッ
ト
ル
に
な
る
。

食
べ
物
を
作
る
の
に
は
、
た
く
さ
ん
の
水
が
必
要
だ
。
実
際
、
地
球
に
あ
る
利
用
可
能
な
淡
水
の
う
ち
、

七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
農
業
に
使
わ
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
中
西
部
に
は
世
界
有
数
の
穀
倉
地
帯
が
あ
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
小
麦
、
大
豆
な
ど
が
大
量
に

5101520
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資料

A地
球
は
「
水
の
惑
星
」
だ
。
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
た
く
さ
ん
の
水
が
あ
る
。
水

は
雲
か
ら
雨
と
な
っ
て
大
地
に
降
り
、
地
上
で
川
の
流
れ
を
作
り
、
海
に
注
ぎ
、
水

蒸
気
に
な
っ
て
再
び
大
気
に
戻
り
、
雲
に
な
る
。
水
は
姿
を
変
え
な
が
ら
地
球
を
め

ぐ
っ
て
い
る
。
私
た
ち
が
飲
ん
だ
り
、
顔
を
洗
っ
た
り
し
て
い
る
水
も
、
こ
う
し
た

循
環
の
中
に
あ
る
。
地
下
に
も
大
量
の
水
が
蓄
え
ら
れ
て
い
る
し
、
北
極
や
南
極
な

ど
に
あ
る
氷
河
や
氷
山
も
水
だ
。「
水
の
惑
星
」
地
球
に
は
、
一
四
億
立
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
い
う
、
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
の
水
が
あ
る
。

こ
の
「
水
の
惑
星
」
に
住
み
な
が
ら
も
、
私
た
ち
は
今
、
深
刻
な
水
不
足
に
直
面

し
て
い
る
。
な
ぜ
、
水
が
不
足
し
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。

地
球
の
水
の
九
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
海
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
が
飲
ん
だ
り
、

使
っ
た
り
す
る
淡
水
は
、
地
球
の
水
全
体
の
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
な
い
こ
と
に

な
る
。
し
か
も
、
そ
の
淡
水
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
凍
っ
て
い
る
。
凍
っ
て
い
な
い

淡
水
の
ほ
と
ん
ど
は
地
下
水
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
半
分
が
地
中
深
く
に
あ
っ
て
、
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
人
間
が
利
用
で
き
る
淡
水
は
、
浅
い
層
に
あ
る
地
下
水

と
川
や
湖
の
水
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
地
球
全
体
の
水
の
〇
・
〇
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
す

 ❖
資
料
Ａ
と
資
料
Ｂ
を
読
み
比
べ
て
、
自
分
の
考
え
を
深
め
よ
う
。

橋は
し

本も
と

淳じ
ゅ
ん

司じ

一
〇
〇
年
後
の
水
を
守
る

51015

2.5％の
淡水はどこに

氷
1.75％

湖・沼
0.016％

河川
0.0001％

使える水は
スプーン1杯だけ

地球の水を

海水
97.5％

淡水
2.5％

大気中
0.001％

地下水
0.72％ 土壌

0.002％
生物中
0.0001％

地球の水の97.5％が海にある。人間が使える淡水は2.5％

人間が実際に使える水は地球全体の 0.01％

ど	じょう
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思考の方法 対応するチャートの例
①順序立てる ステップチャート
②比較する 比較チャート
③分類する マトリックス（表）、Ｙチャート
④関連づける イメージマップ、リンクチャート
⑤多角的に見る バタフライチャート、フィッシュボーン
⑥理由づける クラゲチャート
⑦具体化する ロジックツリー、ピラミッドチャート
⑧抽象化する ロジックツリー、ピラミッドチャート
⑨仮定する キャンディチャート

「思考の方法」の一覧

こ
の
「
水
の
惑
星
」
に
住
み
な
が
ら
も
、
私
た
ち
は
今
、
深
刻
な
水
不
足
に
直
面

大気中
0.001

地下水
0.72

地球の水の97.5％が海にある。人間が使える淡水は

人間が実際に使える水は地球全体の
A

B

●「
Ａ
と
Ｂ
が
同
じ
」
と
い
う
関
係

A

B

●「
Ａ
と
Ｂ
が
反
対
」
と
い
う
関
係

A

B

●「
Ａ
だ
か
ら
Ｂ
で
あ
る
」
と
い
う

　
関
係
（
因
果
関
係
）

イ
コ
ー
ル
や
矢
印
を
使
う
と
整
理
し
や
す
い

例
え
ば
、「
世
界
に
水
不
足
の
国
が

あ
る
か
ら
日
本
も
水
不
足
」
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
う
だ
！
　

他
に
原
因
が
な
い
か
探
す

こ
と
が
大
事
だ
。

集
め
た
情
報
を
整
理
し
て
、

水
が
足
り
て
い
る
か
、も
う
一
度

考
え
直
し
て
み
よ
う
！

投
稿
文
に
す
る
と
き
は
、

因
果
関
係
に

気
を
つ
け
な
い
と
ね
。

ネ
コ
は
か
わ
い
い
。

だ
か
ら
、ク
ロ
は

か
わ
い
い！

そ
れ
は
正
し
い
と
は

い
え
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？

情
報
と
情
報
と
の

関
係
の
さ
ま
ざ
ま
な

表
し
方
を
活
用
し
よ
う
。

「
日
本
は
降
水
量
が
多
い
か
ら
、

水
が
足
り
て
い
る
」
と
い
う
考
え
も

正
し
い
と
は
い
え
な
い
。

日
本
は
山
地
が
多
く
傾
斜
が

急
な
地
形
が
多
い
た
め
に
、
雨
が

降
っ
て
も
雨
水
は
海
に
流
れ
て

　
し
ま
い
や
す
い
ん
だ
。

因
果
関
係
の
他
に
も
、

「
Ａ
と
Ｂ
が
同
じ
と
い
う
関
係
」

や
「
Ａ
と
Ｂ
が
反
対
と
い
う
関
係
」

も
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
扱
う

と
き
に
役
に
立
つ
ぞ
。

原
因
と
結
果
が
逆
に

な
っ
て
い
な
い
か
確
か
め
る

　
こ
と
も
忘
れ
ず
に
な
！

仮
に
、
日
本
が
水
不
足

だ
と
し
て
、
世
界
に
水
不
足
の

国
が
あ
る
こ
と
が
原
因

　
　
な
の
か
？

そ
れ
は
…
…
。

他
に
原
因
が

あ
る
っ
て
こ
と
？

な
に
!?
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情報情
報
の

扱
い
方

情
報
を
関
係
づ
け
る

目
標

「
水
問
題
」っ
て
何
？
何
が
原
因
？

◎	

文
章
と
図
表
な
ど
を
結
び
つ
け
て
複
数
の
情
報
を
解
釈

す
る
。

◎	

情
報
と
情
報
と
の
関
係
の
さ
ま
ざ
ま
な
表
し
方
を
理
解

し
、
伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
。

水
問
題
に
つ
い
て
最
も
重
要
な

問
題
を
考
え
て
、
投
稿
文
を

書
き
ま
し
ょ
う
。

世
界
で
水
不
足
の

地
域
が
た
く
さ
ん

あ
る
か
ら
、
日
本
も

水
不
足
だ
よ
。

日
本
は
雨
が
た
く
さ
ん

降
る
か
ら
、
水
は

足
り
て
い
る
よ
。

私
は
水
不
足
が

問
題
だ
と
思
う
。

「
Ａ
だ
か
ら
Ｂ
」
と
い
う

原
因
と
結
果
の
関
係
の

こ
と
だ
。

2
人
は
「
Ａ
だ
か
ら
Ｂ
」
と

言
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、

実
は
因
果
関
係
を
正
し
く

使
え
て
い
な
い
ぞ
。

二
人
と
も
因い
ん

果が

関か
ん

係け
い

が

正
し
く
使
え
て
い
な
い！

何
が
間
違
っ
て

い
る
の
？

因
果
関
係
っ
て
？

水
は
足
り
て
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
？

え
？

ち
ょ
っ
と
待
て
い！

ク
ロ！

水
問
題
で
最
も
重
要
な

問
題
か
…
…
。

何
が
い
ち
ば
ん
重
要

な
問
題
だ
と
思
う
？

難
し
い
な
。
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目
標

グループディスカッション

あるテーマについて、異なる立場や考えの人たち
が少人数で意見を交換すること。

　少
人
数
で
話
し
合
う
「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
は
、
考
え
を
広
げ
た
り

深
め
た
り
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

　話
し
合
い
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

　こ
こ
で
は
、「
話
し
合
い
を
深
め
る
」

た
め
の
「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
に
つ
い
て

学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
互
い
の
立
場
や
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら
話
し
合
い
を

深
め
る
た
め
の
方
法
を
理
解
し
、
活
用
す
る
。

○
相
手
の
考
え
と
比
較
し
な
が
ら
聞
き
、
自
分
の
考
え

を
ま
と
め
る
。

グループ
ディスカッション

互
い
の
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら

話
し
合
い
を
深
め
る

学
び
を
振
り
返
る

話
し
合
い
で
の
発
言
を
振
り
返
る

3
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
す
る

2
「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
を
見
つ
け
る

1 学
習
の
流
れ

5
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◎
お
い
し
い
チ
ャ
ー
ハ
ン
の
作
り
方
を
知
る
な
ら
、

本
が
よ
い
か
動
画
が
よ
い
か
。

◎
漫
画
作
品
を
読
む
な
ら
、
紙
の
本

が
よ
い
か
電
子
書
籍
が
よ
い
か
。

◎
大
切
な
思
い
を
伝
え
る
に
は
、
直
接
言
う
の
が
よ

い
か
、
手
紙
（
メ
ー
ル
な
ど
を
含
む
）
が
よ
い
か
。

◎
も
し
も
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
で
き
る
と
し
た
ら
、
過

去
と
未
来
ど
ち
ら
に
行
き
た
い
か
。

反
対
意
見
を
述
べ
る

▪例「
で
も
、
…
…
」

▪例「
そ
れ
は
、
…
…
じ
ゃ
な
い
？
」

◇

受
容
受
容

考
え
を
受
け
入
れ
る

▪例「
…
…
は
わ
か
る
よ
」

▪例「
確
か
に
、
…
…
だ
よ
ね
」

☆

理
由

づ
け
理
由

づ
け

意
見
の
理
由
を
述
べ
る

▪例「
だ
っ
て
…
…
だ
か
ら
」

▪例「
…
…
な
の
で
」

★

言
い

換
え
言
い

換
え

詳
し
く
言
い
換
え
る

▪例「
そ
れ
っ
て
、
…
…
だ
よ
ね
」

▪例「
つ
ま
り
、
…
…
っ
て
こ
と
ね
」

◆

テーマ例

話
し
合
い
を
「
つ
な
げ
る
」（
一
年
）

提
案

「
じ
ゃ
あ
、
…
…
は
ど
う
か
な
」

確
認

「
…
…
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」

質
問

「
ど
う
し
て
？
」

促
し

「
〇
〇
さ
ん
は
ど
う
？
」

話
し
合
い
を
「
深
め
る
」（
二
年
）

反
論

「
で
も
、
…
…
」

理
由
づ
け
「
だ
っ
て
…
…
だ
か
ら
」

受
容

「
…
…
は
わ
か
る
よ
」

言
い
換
え
「
そ
れ
っ
て
、
…
…
だ
よ
ね
」

話
し
合
い
を
「
計
画
的
に
進
め
る
」（
三
年
）

計
画

「
話
し
合
う
順
番
は
…
…
」

展
開

「
次
は
、
…
…
に
つ
い
て
話
そ
う
」

軌き

道ど
う

修
正
「
話
を
元
に
戻
そ
う
よ
」

整
理

「
意
見
を
ま
と
め
る
と
…
…
」

＊
う
な
ず
く
、
相
づ
ち
を
う
つ
、
顔
を
向
け
る
な

ど
、
相
手
が
話
し
や
す
い
聞
き
方
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

こ
の
教
科
書
に
出
て
く
る

「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
と
発
言
例

次
の
「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
を
意
識
し
て
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

 

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
す
る

2

40
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◎
お
い
し
い
チ
ャ
ー
ハ
ン
の
作
り
方
を
知
る
な
ら
、

本
が
よ
い
か
動
画
が
よ
い
か
。

◎
漫
画
作
品
を
読
む
な
ら
、
紙
の
本

が
よ
い
か
電
子
書
籍
が
よ
い
か
。

◎
大
切
な
思
い
を
伝
え
る
に
は
、
直
接
言
う
の
が
よ

い
か
、
手
紙
（
メ
ー
ル
な
ど
を
含
む
）
が
よ
い
か
。

◎
も
し
も
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
で
き
る
と
し
た
ら
、
過

去
と
未
来
ど
ち
ら
に
行
き
た
い
か
。

反
対
意
見
を
述
べ
る

▪例「
で
も
、
…
…
」

▪例「
そ
れ
は
、
…
…
じ
ゃ
な
い
？
」

◇

受
容
受
容

考
え
を
受
け
入
れ
る

▪例「
…
…
は
わ
か
る
よ
」

▪例「
確
か
に
、
…
…
だ
よ
ね
」

☆

理
由

づ
け
理
由

づ
け

意
見
の
理
由
を
述
べ
る

▪例「
だ
っ
て
…
…
だ
か
ら
」

▪例「
…
…
な
の
で
」

★

言
い

換
え
言
い

換
え

詳
し
く
言
い
換
え
る

▪例「
そ
れ
っ
て
、
…
…
だ
よ
ね
」

▪例「
つ
ま
り
、
…
…
っ
て
こ
と
ね
」

◆

テーマ例

話
し
合
い
を
「
つ
な
げ
る
」（
一
年
）

提
案

「
じ
ゃ
あ
、
…
…
は
ど
う
か
な
」

確
認

「
…
…
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」

質
問

「
ど
う
し
て
？
」

促
し

「
〇
〇
さ
ん
は
ど
う
？
」

話
し
合
い
を
「
深
め
る
」（
二
年
）

反
論

「
で
も
、
…
…
」

理
由
づ
け
「
だ
っ
て
…
…
だ
か
ら
」

受
容

「
…
…
は
わ
か
る
よ
」

言
い
換
え
「
そ
れ
っ
て
、
…
…
だ
よ
ね
」

話
し
合
い
を
「
計
画
的
に
進
め
る
」（
三
年
）

計
画

「
話
し
合
う
順
番
は
…
…
」

展
開

「
次
は
、
…
…
に
つ
い
て
話
そ
う
」

軌き

道ど
う

修
正
「
話
を
元
に
戻
そ
う
よ
」

整
理

「
意
見
を
ま
と
め
る
と
…
…
」

＊
う
な
ず
く
、
相
づ
ち
を
う
つ
、
顔
を
向
け
る
な

ど
、
相
手
が
話
し
や
す
い
聞
き
方
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

こ
の
教
科
書
に
出
て
く
る

「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
と
発
言
例

　次
の
「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
を
意
識
し
て
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
す
る

2

40
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目標

理
由
づ
け
る

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
言
葉
や
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
言
葉
に
着
目
し
て
音
読
し
よ
う
。

こ
の
詩
を
い
く
つ
か
に
く
ぎ
り
、
音
や
色
、
動
き
や
広
が
り
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
に
描
か
れ
た
情
景
を
捉
え
よ
う
。

こ
の
詩
の
情
景
を
表
現
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
読
み
方
に
つ
い
て
、
考
え
た
こ
と
を
交
流

し
、
朗
読
し
よ
う
。

理
由
づ
け
る

「
も
し
も
百
年
が

こ
の
一
瞬
の
間
に
た
っ
た
と
し
て
も

何な
ん

の
不
思
議
も
な
い
だ
ろ

う
」
と
い
う
一
行
と
、
他
の
部
分
の
表
現
と
を
比
べ
、
そ
れ
を
も
と
に
、
こ
の
詩
に
つ
い
て

構
造
や
内
容
を
捉
え
る

12読
み
を
深
め
る

3自
分
の
考
え
を
深
め
る

4

　自
分
の
意
見
に
つ
い
て
、
理
由
や
根
拠
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
説
得
力
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

何
を
も
と
に
そ
う
考
え
た
か

と
い
う
と
…
…
。

「
声
の
大
き
さ
・
速
さ
」「
間

の
と
り
方
」「
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
な
ど
を
観
点
に
し

て
考
え
よ
う
。

◎
詩
の
表
現
技
法
と
そ
の
効
果
を
理
解
し
、
描
か
れ
た
情
景
を
読
み
取
る
。

○
眼
前
に
展
開
す
る
自
然
の
姿
を
捉
え
、
想
像
豊
か
に
朗
読
す
る
。

大
阿
蘇

例　繰り返される言
葉の前に間をおいて、
ゆったりと読む。

理由③

理由②

理由①
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166-167 07国語2年_学びの道しるべ_大阿蘇.indd   166 2023/03/30   13:18

自
分
の
意
見
に
つ
い
て
、
理
由
や
根
拠
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
説
得
力
を
高
め
る
こ
と

「
声
の
大
き
さ
・
速
さ
」「
間

の
と
り
方
」「
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
な
ど
を
観
点
に
し

て
考
え
よ
う
。

学
び
を
広
げ
る

考
え
た
こ
と
を
書
こ
う
。

●
「
大
阿
蘇
」
で
の
学
習
を
通
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
よ
う
。

振
り
返
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド

表
現
技
法
・
情
景

学
び
を
振
り
返
る

天
気
や
季
節
、
風
景
を
組
み
合
わ
せ
た
詩
を
作
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
天
気
や
季
節
、
風
景
を
選
ぶ

か
、
交
流
し
よ
う
。

同
じ
漢
字
を
繰
り
返
す
言
葉

「
蕭
し
ょ
う

々し
ょ
う」（

164
ペ
ー
ジ
・
3
行
め
）
は
も
の
寂

し
く
風
が
吹
い
た
り
、
雨
が
降
っ
た
り
す
る
様

子
、「
濛も
う

々も
う
」（
164
ペ
ー
ジ
・
11
行
め
）
は
見
通

し
も
き
か
な
い
ほ
ど
、
煙
や
ほ
こ
り
、
湯
気
な

ど
が
立
ち
こ
め
る
様
子
を
表
し
て
い
ま
す
。

同
じ
漢
字
を
繰
り
返
す
言
葉
は
、
他
に
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
な
か
に
は
、
漢
字
で
表
記

す
る
こ
と
が
ま
れ
な
言
葉
も
あ
り
ま
す
。

●
こ
ん
こ
ん
﹇
滾
々
﹈（
と
湧わ

く
）

●
さ
ん
さ
ん
﹇
燦
々
﹈（
と
輝
か
が
やく
）

●
た
ん
た
ん
﹇
淡
々
﹈（
と
語
る
）

●
ゆ
う
ゆ
う
﹇
悠
々
﹈（
と
間
に
合
う
）

●
よ
う
よ
う
﹇
揚
々
﹈（
と
引
き
揚あ

げ
る
）

「
悠
々
」
は「
動
物
園
で
で
き
る
こ
と
」
に
、

「
滾
々
」
は「
走
れ
メ
ロ
ス
」
に
出
て
く
る
よ
。

私

の

本

棚

詩
へ
の
い
ざ
な
い

乳う

母ば

車ぐ
る
ま

三み

好よ
し

達た
つ

治じ

い
わ
ず
に
お
れ
な
い

ま
ど
・
み
ち
お

詩
の
楽
し
み

吉よ
し

野の

弘ひ
ろ
し

二次元
コード

167 大阿蘇
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「大阿蘇」の「思考の方法」と
「語彙を豊かに」（p.166～167）

「グループディスカッション──互いの考えを尊重しながら話し合いを深める」（p.38）

「情報──情報を関係
づける」（p.146）

情報との関係を捉えたり、考えを整理したり深め



対照表2

図書の構成・内容［教材名］ 学習指導要領の内容 該当箇所
（ページ）

配当
時数

１　

豊
か
に
想
像
す
る

詩 名づけられた葉
（新川和江）

 読エ　構成や論理の展開、表現の効果について考える。
 読オ　自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］読イ　考えたことを伝え合う　
22～25 2

小説 セミロングホームルーム
（戸森しるこ）

 読ア　全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の
設定の仕方などを捉える。
 読エ　構成や論理の展開、表現の効果について考える。

［言語活動］読イ　考えたことを伝え合う　

26～35
4

読み方を学ぼう① 人物設定 36

言葉発見１ 話し言葉と書き言葉  言葉イ　話し言葉と書き言葉の特徴について理解する。 37 1

話す・聞く グループディスカッション
互いの考えを尊重しながら話し
合いを深める

 話聞エ　話し手の考えと比較しながら考えをまとめる。
 話聞オ　互いの立場や考えを尊重しながら話し合い、結
論を導くために考えをまとめる。

［言語活動］話聞イ　議論　

38～41 4

２　

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

読み方を学ぼう② 説明文の論理展開
宇宙に行くための素材

（白石紀子）

 読ア　全体と部分との関係に注意しながら、主張と例示
の関係などを捉える。
 読エ　文章を比較し、構成や論理の展開、表現の効果に
ついて考える。

［言語活動］読ア　考えたことを説明する

44～47 1

論説 人間は他の星に住むことが
できるのか

（渡部潤一）
48～55 4

書く 手紙・メール
心をこめてわかりやすく書く

 書イ　段落相互の関係を明確にし、文章の構成や展開を
工夫する。
 書エ　読み手の立場に立って文章を整える。

［言語活動］書イ　手紙・メール

56～59 4

言葉発見２ 言葉のはたらきとコミュニケー
ション

 言葉ア　相手の行動を促すはたらきがあることに気づく。
 言葉イ　話し言葉と書き言葉の特徴について理解する。 60～61 1

３　

も
の
の
見
方
・
感
性
を
養
う

解説 短歌の世界
（俵万智）

 読エ　文章を比較し、構成や論理の展開、表現の効果に
ついて考える。
 読オ　自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］読イ　引用して解説する　

64～66

3コラム 音の数え方と句切れ 67

短歌 短歌十首 68～72

読み方を学ぼう③ 想像 73

書く 短歌・俳句
表現の仕方を工夫して豊かに表
す

 書ウ　表現の効果を考えて描写するなど、考えが伝わる
文章になるように工夫する。
 書オ　表現の工夫とその効果などについて、自分の文章
のよい点や改善点を見いだす。

［言語活動］書ウ　創作　

74～78 5

文法の窓１ 用言の活用  言葉オ　単語の活用について理解する。 79 3

報告 壁に残された伝言
（井上恭介）

 読ア　全体と部分との関係に注意しながら、主張と例示
の関係などを捉える。
 読オ　自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］読ア　考えたことをまとめる

80～87 3

私の読書体験 生涯の友と出会う
（小川洋子）

 読オ　文章を読んで理解したことや考えたことを知識や
経験と結びつけ、自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］読ウ　本や新聞、インターネットなどから集め
た情報を活用する

88～89 1

４　

論
理
的
に
考
え
る

論説 味は味覚だけでは決まらない
（源河亨）

 読ウ　文章と図表などを結びつけ、内容を解釈する。
 読オ　自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］読ア　考えたことをまとめる　

92～99
4

読み方を学ぼう④ 図表と文章 100～101

言葉発見３ 敬語の意味と種類  言葉ア　言葉には、相手の行動を促すはたらきがあるこ
とに気づく。
 言葉カ　敬語のはたらきについて理解し、使う。

102～103 1

話す・聞く プレゼンテーション
資料や機器を活用して効果的に
発表する

 話聞イ　根拠の適切さや論理の展開などに注意して、話
の構成を工夫する。
 話聞ウ　資料や機器を用いるなどして表現を工夫する。

［言語活動］話聞ア　説明・提案

104～109 5



図書の構成・内容［教材名］ 学習指導要領の内容 該当箇所
（ページ）

配当
時数

５　

古
典
に
学
ぶ

古文 枕草子・徒然草  言語文化ア　作品の特徴を生かして朗読し、古典の世界
に親しむ。
 言語文化イ　古典に表れたものの見方や考え方を知る。
 読オ　自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］読イ　考えたことを伝え合う　

112～119 4

古文 平家物語  言語文化ア　作品の特徴を生かして朗読し、古典の世界
に親しむ。
 言語文化イ　古典に表れたものの見方や考え方を知る。
 読エ　構成や論理の展開、表現の効果について考える。

［言語活動］読イ　考えたことを伝え合う

120～133

5
読み方を学ぼう⑤ 物語の転換点 134

コラム あの人の歌 135

漢文 漢詩の世界  言語文化ア　作品の特徴を生かして朗読し、古典の世界
に親しむ。
 言語文化イ　古典に表れたものの見方や考え方を知る。
 読エ　構成や論理の展開、表現の効果について考える。

［言語活動］読イ　考えたことを伝え合う

136～139

3

漢文の読み方 漢詩の形式  言語文化ア　作品の特徴を生かして朗読し、古典の世界
に親しむ。
 読エ　構成や論理の展開、表現の効果について考える。

140～141

漢字のしくみ１ 熟語の構成・熟字訓  言葉ウ　常用漢字（350 字～450 字）を読む。小学校で
学んだ漢字を書き、使う。
 言葉エ　抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに、
語感を磨き語彙を豊かにする。

142～143 1

６　

情
報
を
関
係
づ
け
る

解説 マンガ　情報の扱い方  読ウ　文章と図表などを結びつけ、内容を解釈する。
［言語活動］読ア　理解したことを説明する 146～147 1

論説 一〇〇年後の水を守る
（橋本淳司）

 読イ　目的に応じて複数の情報を整理し内容を解釈する。
［言語活動］読ア　考えたことをまとめる　 148～153

2
論説 飲み水は不足しているか

（沖大幹）
 読イ　目的に応じて複数の情報を整理し内容を解釈する。

［言語活動］読ア　考えたことをまとめる　 154～155

図表 水問題に関する資料 読ウ　文章と図表などを結びつけ、内容を解釈する。
［言語活動］読ウ　考えたことを説明する 156～157 1

書く 投稿文
複数の情報を関連づけて根拠を
明らかに示す

 書ア　多様な方法で集めた材料を整理し、伝えたいこと
を明確にする。
 書オ　表現の工夫とその効果などについて、自分の文章
のよい点や改善点を見いだす。

［言語活動］書ア　投稿

158～160 5

文法の窓２ 助詞・助動詞のはたらき  言葉オ　助詞や助動詞などのはたらき、文の構成につい
て理解するとともに、話や文章の構成や展開について理
解を深める。

161 3

７　

読
み
を
深
め
合
う

詩 大阿蘇
（三好達治）

 読エ　構成や論理の展開、表現の効果について考える。
 読オ　自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］読イ　考えたことを伝え合う　
164～167 2

言葉発見４ 類義語・対義語、多義語  言葉エ　抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに、
類義語と対義語、同音異義語や多義的な意味を表す語句
などについて理解して使う。

168～169 1

小説 小さな手袋
（内海隆一郎）

 読ア　全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の
設定の仕方などを捉える。
 読イ　登場人物の言動の意味などを考えて内容を解釈す
る。

［言語活動］読イ　考えたことを伝え合う

170～181
4

読み方を学ぼう⑥ 象徴 182

書く 創作文
読みたくなるしくみを工夫する

 書イ　文章の構成や展開を工夫する。
 書オ　表現の工夫とその効果などについて、自分の文章
のよい点や改善点を見いだす。

［言語活動］書ウ　創作　

183～186 5

読書活動 ビブリオバトル  話聞ア　社会生活の中から話題を決める。
 話聞イ　根拠の適切さや論理の展開などに注意して、話
の構成を工夫する。

［言語活動］話聞ア　提案　

187 3



図書の構成・内容［教材名］ 学習指導要領の内容 該当箇所
（ページ）

配当
時数

８　

視
野
を
広
げ
る

論説 動物園でできること
（奥山英登）

 読ア　全体と部分との関係に注意しながら、主張と例示
の関係などを捉える。
 読オ　自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］読ア　考えたことをまとめる　

190～199
5

読み方を学ぼう⑦ 例示 200

書く 論説文
構成を工夫して考えを伝える

 書イ　段落相互の関係を明確にし、文章の構成や展開を
工夫する。
 書ウ　根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えるなど、
考えが伝わる文章になるように工夫する。

［言語活動］書ア　意見

201～204 6

漢字のしくみ２ 熟語の読み  言葉ウ　常用漢字（350 字～450 字）を読む。小学校で
学んだ漢字を書き、使う。
 言葉エ　抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに、
同音異義語などについて理解して使い、語感を磨き語彙
を豊かにする。

205 1

９　

振
り
返
っ
て
見
つ
め
る

小説 走れメロス（太宰治）  読エ　構成や論理の展開、表現の効果について考える。
 読オ　自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］読イ　考えたことを伝え合う

208～225

5
読み方を学ぼう⑧ 心情把握 226

コラム 「走れメロス」とシラーの「人質」 227

太宰治の世界 228

話す・聞く 情報誌
地域の魅力を振り返って

 話聞ア　異なる立場や考えを想定しながら、伝え合う内
容を検討する。

［言語活動］話聞イ　取材・編集会議 230～235

3

書く  書エ　読み手の立場に立って文章を整える。
［言語活動］書ア　編集

5

歌の言葉 宿命（［歌］Official髭男dism） 236～237 －

 言葉オ　単語の活用、助詞や助動詞などのはたらき、文
の構成について理解するとともに、話や文章の構成や展
開について理解を深める。

238～254 －

資
料
編

読
書
の
広
場

小さな図書館  ◎幅広い読書への誘いを示し、学んだことを活用する場を
用意するとともに、読書に親しむ態度の育成を図ってい
る。

256～261

適宜

日本十進分類法／本の構造 262～263
小説 青いインク（吉田篤弘） 264～273
小説 形（菊池寛） 274～276
論説 水田のしくみを探る（岡崎稔） 277～280
論説 金継ぎの美と心（清川廣樹） 281～285
古文 那須与一─「平家物語」より 286～291

歌舞伎の世界 292～293
歌舞伎　外郎売 294～297
日本文学名作集 298～301
小倉百人一首 302～307

社
会
生
活
に
生
か
す

著作権と引用  ◎「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の学習や、
他教科の学習、日常生活・社会生活における言語活動を
支える学びの方法を整理し、国語を適切に表現し正確に
理解する能力の育成や、伝え合う力を高めることを図っ
ている。

308～309

適宜

メモを活用する 310～311
質問の仕方 312～313
話し合いの形式を選ぶ 314～315
辞典を活用する 316～317
手紙・はがき・メールの書き方 318～319
原稿用紙の使い方・推敲の仕方 320～321
読書感想文の書き方 322～323

参
考
資
料

学習用語辞典  ◎国語科の学習を効果的に進める上で役立つ知識を整理し
て示し、国語に対する認識を深め、国語を尊重する態度
の育成を図っている。

324～329

適宜

語彙の広がり 330～331
二年生で学ぶ漢字字典 332～341
二年生で学ぶ音訓 342
小学校六年生で学習した漢字 343
常用漢字表音訓一覧 344～356
常用漢字表付表 357
二次元コード参照先コンテンツ一覧 358～359
「読み方を学ぼう」一覧 折込

※漢字の取り立て教材「漢字を身につけよう」は、年間を通してバランスよく学習できるよう、各単元に年間 9 箇所（各 1 時間）配置した。

文法のまとめ



編 修 趣 意 書
（教育基本法との対照表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

105-85 中学校 国語 国語 3

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

学び方を習得し、見通しをもって自覚
的に活用しながら、学びに向かう力を
高めます。

他者との交流・共有を通して、多様な
価値観が共生する社会で生きる力を
高めます。

知識・技能と思考力・判断力・表現力
を確実に育成し、言語文化の担い手を
育てます。

主体的に学ぶ 対話を通して学ぶ

深く学ぶ

主体的に
学ぶ

自ら学ぶ力を育てる─見通しと振り返り、学びに向かう力1

活用できる力を育てる─学び方を学ぶ、言葉で考える力、語彙の拡充2

かかわる力を育てる─対話・合意形成、コミュニケーション能力3

「共生社会」の一員として─多様な価値観、ものの見方・考え方の広がり4

「自分の考え」をつくる─思考力・判断力・表現力、情報の関連づけ5

言葉と文化の担い手として─豊かな読書、伝統的な言語文化の継承・発展6

対話を
通して
学ぶ

深く学ぶ

この教科書は、教育基本法に掲げられた目標及び学習指導要領の目標を達成するために、
次の6点を基本方針として編修しました。

個別最適な学びと協働的な学びの実現個別最適な学びと協働的な学びの実現

編修の基本方針1

現代の国語 3国語 015-9215  三省堂



1 自ら学ぶ力を育てる─見通しと振り返り、学びに向かう力

ㅡ「領域別教材一覧」に示した「つけたい力」や、各教材の冒頭に示した目標によって見通しをもち、
自律的に学習を進め、振り返ることによって身につけた力の自覚と達成感、次の学びへの意欲が
得られるように構成しました。
ㅡ小学校からの接続に配慮し、基礎・基本を確実に習得する学習からスタートして、身につけた力
を繰り返し活用しながら、無理なく段階的に国語の力を伸ばしていくことができるよう、系統的に
構成しました。

2 活用できる力を育てる─学び方を学ぶ、言葉で考える力、語彙の拡充

ㅡ多様な学習活動に活用できる「学び方」を身につけることを重視しています。
ㅡ各学年のはじめには、基本となる「読み方」に焦点化して学習する「プレ教材」を設定しました。
ㅡ「話すこと・聞くこと」「書くこと」教材や ｢読むこと」教材の「学びの道しるべ」には、思考と語彙
に関する解説を設けて、「知識・技能」の確実な習得を図り、豊かな活用への道筋を開いています。

3 かかわる力を育てる─対話・合意形成、コミュニケーション能力

ㅡ対話・交流・共有によって学習を進めていくことを大切にしています。相手や目的などの条件を
意識して的確に表現する力を育成できるようにしました。
ㅡ考えの異なりを対話によって理解し合い、より創造的な合意を生み出すことができるような学習の
流れを重視しています。

4「共生社会」の一員として─多様な価値観、ものの見方・考え方の広がり

ㅡ多様な考えをもつ他者とのかかわりによって、異なる意見を尊重しながら、自分のものの見方・考
え方を拡充できるような学習活動や教材を設定しました。
ㅡさまざまな価値観が並立するグローバル社会、共生社会の一員として求められる幅広い資質・能
力を育成できるよう、題材を選定し、単元を構成しました。

5「自分の考え」をつくる─思考力・判断力・表現力、情報の関連づけ

ㅡ多くの知識を蓄え、技能を習得することとともに、それらを活用して「自分の考え」を形成するこ
とへと展開しています。
ㅡ「何がわかり、できるようになったか」にとどまらず、「あなたはどのように考えるか」と繰り返し
問い、自分自身にとっての切実な問題として学習が成立するように構成しました。
ㅡ思考や表現によって「自分の考え」をつくり、対話を繰り返しながら自己認識と他者理解を深めて
いくことを目指しています。

6 言葉と文化の担い手として─豊かな読書、伝統的な言語文化の継承・発展

ㅡ社会生活の中で読書に親しみ、言語文化にふれて自らを豊かにする誘いとなるような教材を配列
しました。
ㅡ生涯にわたって本を読み続け、さまざまな言語文化にみずみずしい興味・関心をもち、その担い
手となることを願って、学習活動や資料を設定しました。

主
体
的
に
学
ぶ

深
く
学
ぶ

対
話
を
通
し
て
学
ぶ



教育基本法第 2 条各号に示す教育の目標との対照について、主な教材を取りあげ、該当ページを示しま
した。

対照表2

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色
＊教育基本法第2条各号に関連する学習のねらいを示します。

該当箇所
（ページ）領域 文種など 教材名

本
編

読
む
こ
と

詩 初恋
（島崎藤村）

文語のリズムで綴られた豊かで美しい詩を読むことを通して、
幅広い知識と教養を身につけ、豊かな情操を培うことをねら
いとしています（第一号）。

166～168

小説 握手
（井上ひさし）

誠実さと無償の愛を貫く登場人物の姿をエピソードを織り交
ぜて情感深く描いた作品を読むことを通して、豊かな情操と
道徳心を培うこと（第一号）、また、個人の価値を尊重して、
その能力を伸ばし、創造性を培い、自主および自律の精神を
養うとともに、職業および生活との関連を重視し、勤労を重
んずる態度を養うこと（第二号）をねらいとしています。

28～41

小説 故郷
（魯迅 ［訳］竹内好）

時代の変化の中で社会のあり方や生きることの意味を問う作
品を読むことを通して、正義と責任、男女の平等、自他の敬
愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に基づき、主体的
に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと
をねらいとしています（第三号）。

172～189

解説

俳句

俳句の世界
（夏井いつき）
俳句十句

我が国固有の言語文化として愛され続けてきた俳句の世界に
ふれ、そのよさと価値を理解することで、伝統と文化を尊重
し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、
他国を尊重する態度を養うことをねらいとしています（第五号）。

72～80

論説 間の文化
（長谷川櫂）

「間」という観点で、日本の文化の特徴と美点を西洋と対比
しながら論じる文章を読むことを通して、伝統と文化を尊重
し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、
他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養う
ことをねらいとしています（第五号）。

56～63

随想 海を越えた故郷の
味
（安田菜津紀）

戦争の続く厳しい環境下にあっても変わらない食を通じた心
の交流と、その意義を説いた文章を読むことを通して、伝統
と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛
するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与
する態度を養うことをねらいとしています（第五号）。

88～95

論説 フロン規制の物語
（神里達博）

地球環境を守るためのフロンの規制の是非と、科学的な知識
や技術との向き合い方について書かれた文章を読むことを通
して、生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する
態度を養うことをねらいとしています（第四号）。

100～109

論説 私とは何か
（平野啓一郎）

「私」とは何かを問い、個人に対して「分人」という考え方を
提唱する文章を読み考えることを通して、幅広い知識と教養
を身につけ、真理を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心
を培うとともに、健やかな身体を養うことをねらいとしてい
ます（第一号）。

194～201

読み方を学ぼう 読みの方略を学ぶことを通して、個人の価値を尊重して、そ
の能力を伸ばし、創造性を培い、自主および自律の精神を養
うことをねらいとしています（第二号）。

42, 52, 81, 
110, 140, 

190

我
が
国
の

言
語
文
化

古文 和歌の世界──
万葉集・古今和歌
集・新古今和歌集

我が国の美しい自然や豊かな心を描いた伝統的な言語文化で
ある和歌の世界にふれ、そのよさと価値を理解することを通
して、生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する
態度を養うこと（第四号）、また、伝統と文化を尊重し、そ
れらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する態度を養うこと
（第五号）をねらいとしています。

118～127



図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色
＊教育基本法第2条各号に関連する学習のねらいを示します。

該当箇所
（ページ）領域 文種など 教材名

本
編

我
が
国
の

言
語
文
化

漢文 論語 我が国に古くから親しまれている論語を読み味わうことを通し
て、伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷
土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展
に寄与する態度を養うことをねらいとしています（第五号）。

142～144

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

グループ
ディスカ
ッション

合意形成に向けて
話し合いを計画的
に進める

課題解決のための方策について話し合い、互いに協力して合
意を形成しようとする活動を通して、自他の敬愛と協力を重
んずるとともに、公共の精神に基づき、主体的に社会の形成
に参画し、その発展に寄与する態度を養うことをねらいとし
ています（第三号）。

46～49

パブリッ
クスピー
キング

状況に応じて話す
力を養う

公の場で自分の町の魅力と社会問題に対する主張を伝える学
習活動を通して、公共の精神に基づき、主体的に社会の形成
に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと（第三号）、
また、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うこ
とをねらいとしています（第四号）。

112～115

書
く
こ
と

課題作文 条件に応じて説得
力のある文章を書
く

図表を読み取って自分の考えをまとめ、交流する活動を通し
て、幅広い知識と教養を身につけ、真理を求める態度を養い、
豊かな情操と道徳心を培うこと（第一号）、また、個人の価
値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主およ
び自律の精神を養うこと（第二号）をねらいとしています。

64～69

批評文 観察・分析を通し
て評価する

社会生活の中から対象を選び、観察・分析を重ねながら批評
文を書くことを通して、幅広い知識と教養を身につけ、真理
を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心を培うこと（第一
号）、また、公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参
画し、その発展に寄与する態度を養うこと（第三号）をねら
いとしています。

82～85

資
料
編

◉幅広い知識を身につけ、自主および自律の精神を養うことに資するものとして、さまざまな学習機
会を捉えて繰り返し活用できる実践的知識や方法とともに、家庭学習を含めた自学自習に役立つ教
材を「資料編」としてまとめました（第一号、第二号）。

243～
折り込み

読書の広場 小さな図書館 「幅広い知識と教養」「真理の探求」「豊かな情操と道徳心」「勤
労の精神」「生命や自然」「伝統と文化」「国際社会の平和」な
どを尊重し涵養するための読書活動を推進することを意図し
て、47冊の本をテーマ別に紹介しています（第一号、第二号、
第三号、第四号、第五号）。

244～249

能・狂言の世界
狂言　柿山伏

日本が世界に誇る伝統芸能である狂言の世界に親しむことを通
して、伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と
郷土を愛する態度を養うことをねらいとしています（第五号）。

288～295

日本文学名作集 奈良時代から現代の小説に至るまで、各時代の代表的な作品
やその冒頭を紹介した年表に親しむことを通して、伝統と文
化を尊重する態度を養うことをねらいとしています（第五号）。

296～299

社会生活に
生かす

著作権と引用 著作権や引用の仕方に関する基礎的な知識を身につけること
で、さまざまな情報源にアクセスし、幅広い知識と教養を身
につけたり、真理を求める態度を養ったりすることをねらい
としています（第一号）。

306～307

質問の仕方 質問を工夫して相互の理解を進め、コミュニケーションを活
発にし、思考を深めることを通して、個人の価値を尊重して、
その能力を伸ばし、創造性を培い、自主および自律の精神を
養うことをねらいとしています（第二号）。

310～311

話し合いの形式を
選ぶ

集団におけるさまざまなコミュニケーションの形式を学ぶこ
とで、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に
基づき、主体的に社会の形成に参画する態度を養うことをね
らいとしています（第三号）。

312～313



全ての学習者が学習しやすい紙面づくり

ㅡユニバーサルデザインに配慮しています。特別支援教育ならびにカラーユニバーサルデザインの専
門家の指導と校閲のもと、誰もが使いやすい教科書となるよう工夫しました。

特別支援教育への配慮

・各教材の冒頭に学習のねらいを提示し、学習活動の手順を丁寧に示しました。
・「話すこと・聞くこと」「書くこと」教材では、学習手順を上段に、学習のポイントや参考となる情報
を下段に示すなど情報を整理し、わかりやすく、スムーズな学習指導に資するレイアウトとなるよう
工夫しました。

・情報のまとまりを線で囲んだり太字にしたり、重要な情報を大きく示したり、図版と図版の間を空け
たりすることで、わかりやすく、見やすくしています。
・挿絵・図版を適所に配置し、学習者の学習意欲を喚起し、内容の理解を支えています。各学年の「読
み方を学ぼう」や「思考の方法」では、文章での解説は簡潔に示し、わかりやすい図解を用いることで、
内容を視覚的に捉えられるように工夫しました。

カラーユニバーサルデザインへの対応

・色覚の特性を考慮し、誰にでも見やすく、学びやすい配色となるよう工夫しました。
・識別しにくい配色は避け、色だけの違いに頼らず、形の違いや、記号・番号・説明文などの補助的
な手がかりを設けました。
・色の濃淡や罫線の使い分けなどで違いが明確になるようにしました。
・識別しやすい色を追究し、古典教材の現代語訳では、色覚の特性による見え方の差が少ない青色を
用いました。

二次元コードコンテンツで個別最適な学びを支援

・解説動画、朗読音声、漢字や文法のデジタルドリル、補充教材、ワークシート、参考資料等の豊富
なコンテンツを参照先で提供し、学びを深めるとともに、個別最適な学びを支援しています。

環境にやさしい教科書

ㅡ用紙については、環境の保護、資源の節約のため、原料や製法に配慮した、環境にやさしい紙を使
用しています。
ㅡインキについては、植物由来の油および、それらを主体とする廃食用油等をリサイクルした再生油を
含んだ、印刷インキ工業連合会認定の植物油インキを使用しています。

その他の配慮事項

ㅡ製本は堅牢で、十分な耐久性を備えています。
ㅡ教材で使用している文字については、独自の明朝体・ゴシック体・教科書体を開発して、画数や点
画の方向等においても誤解が生じないようにしました。

上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色3



学
び
を
広
げ
る

　次
の
Ａ
・
Ｂ
ど
ち
ら
か
の
課
題
に
取
り
組
も
う
。

Ａ

　「お
く
の
ほ
そ
道
」
全
体
か
ら
一
句
選
び
、
表
現
の
工
夫
や
効
果
な
ど
に
着
目
し
な
が
ら
紹
介

し
合
お
う
。

Ｂ

　も
し
、
松
尾
芭
蕉
が
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
に
や
っ
て
き
た
と
し
た
ら
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う

な
句
を
詠よ

む
だ
ろ
う
か
。
想
像
し
て
、
俳
句
を
作
っ
て
み
よ
う
。

「
百
」
を
含
ん
だ
語
句

「
百は
く

代た
い

」（
130
ペ
ー
ジ
・
2
行
め
）
は
「
非
常

に
長
い
年
代
、
永
遠
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
の

場
合
の
「
百
」
は
、
数
字
の
100
で
は
な
く
、「
多

く
の
も
の
、
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
」
と
い
う
意

味
で
す
。
こ
の
用
法
で
の
「
百
」
は
、
他
に
も

多
く
の
語
句
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し

●
百
科
事
典

●
百
計
を
め
ぐ
ら
す

●
百
獣
の
王

●
百
発
百
中

●
百
歩
譲
っ
て

補充教材

「
万ば
ん

感か
ん

」「
万ま
ん

病び
ょ
う」
の「
万
」
も

同
じ
使
い
方
だ
よ
。

 

そ
れ
ぞ
れ
の
句
に
つ
い
て
、
地
の
文
や
脚
注
な
ど
と
関
連
づ
け
な
が
ら
読
み
、
そ
こ
に
こ

め
ら
れ
た
心
情
や
も
の
の
見
方
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
交
流
し
よ
う
。

読
み
方
を
学
ぼ
う

状
況
・
背
景

 ●

　「お
く
の
ほ
そ
道
」
で
の
学
習
を
通
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
よ
う
。

　
振
り
返
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　作
者
の
心
情
・
歴
史
的
背
景

自
分
の
考
え
を
深
め
る

4学
び
を
振
り
返
る

二次元
コード

139 おくのほそ道
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目標

比
較
す
る

　

 

対
句
的
な
表
現
な
ど
を
意
識
し
て
、
リ
ズ
ム
を
味
わ
い
な
が
ら
音
読
し
よ
う
。

　

 

芭ば

蕉し
ょ
うは
、「
旅
」
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
い
た
か
、
冒
頭
部
分
を
読
ん
で
、

現
代
の
旅
と
比
べ
な
が
ら
ま
と
め
よ
う
。

比
較
す
る

 

「
平
泉
」
の
部
分
で
、「
時
の
移
る
ま
で
涙
を
落
と
し
は
べ
り
ぬ
。」
（
132
ペ
ー
ジ
・
8
行

め
）
と
あ
る
が
、
そ
の
と
き
の
芭
蕉
の
思
い
を
想
像
し
よ
う
。

①
芭
蕉
が
目
に
し
た
も
の
を
捉
え
る
。

②
芭
蕉
が
想
像
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
。

③
芭
蕉
の
思
い
を
想
像
す
る
。

構
造
や
内
容
を
捉
え
る

1読
み
を
深
め
る

23

　
比
較
の
観
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
物
事
の
特
徴
が
は
っ
き
り
す
る
。

◎
現
代
と
比
較
す
る
な
ど
し
て
、
文
章
に
表
れ
て
い
る
作
者
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
捉
え
る
。

○
歴
史
的
背
景
な
ど
に
注
意
し
て
古
文
を
読
み
、
古
典
の
世
界
に
親
し
む
。

お
く
の
ほ
そ
道

○
○
と
い
う
観
点
で

比
べ
る
と
…
…
。

比
較
の
観
点

●
移
動
の
仕
方

●
旅
の
準
備

●
旅
の
目
的

●
旅
へ
の
思
い

そ
の
他
の
比
較
の
観
点

車
や
電
車
、
飛
行
機
な
ど

の
乗
り
物
で
移
動

現
代

の
旅

芭
蕉

の
旅

徒
歩
や
馬
な
ど
で
移
動

比較

138
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編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

105-85 中学校 国語 国語 3

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

1年 2年 3年

●❶ 説明文の
基本構造 ●❶ 人物設定 ●❶ 回想

●❷ 人物相関図 ●❷ 説明文の
論理展開

●❷ 批判的な
読み

●❸ 行動描写 ●❸ 想像 ●❸ 省略

●❹ 三角ロジッ
ク ●❹ 図表と文章 ●❹ 具体と抽象

●❺ 詩の
表現技法

●❺ 物語の
転換点 ●❺ 状況・背景

●❻ 情景描写 ●❻ 象徴 ●❻ 反復

●❼ 要約 ●❼ 例示
※網掛けは、折り
込み形式で説明文
の「読み方」を示
したものです。

●❽ 語り手・
視点 ●❽ 心情把握

主体的に学ぶ

1 自ら学ぶ力を育てる
─見通しと振り返り、学びに向かう力

ㅡ各教材冒頭に「つけたい力」として学習目標を提示し、教材の
最後には学習を振り返る機会を設けました。身についた力を
自分で診断・評価し、次に生かすしくみです。
ㅡ学習指導要領の指導事項をふまえて学習の系統化を図り、基
礎・基本を段階的に、確実に習得できるようにしました。「読
むこと」教材の「学びの道しるべ」では、丁寧かつ簡潔に学習
のプロセスを示しました。

2 活用できる力を育てる
─学び方を学ぶ、言葉で考える力、語彙の拡充

ㅡ「読み方を学ぼう」では、「何をどのように読めば力がつくの
か」という読みの方略を図解で示しました。他教材や自主的
な読書、表現活動など
で繰り返し活用できる
全 22 の方略を 3 学年
に配置しています。
ㅡ各方略は、「学びの道
しるべ」の課題と関連
づけて示しています。
ㅡ巻末には、「『読み方を
学ぼう』一覧」を示し
ました。

読み方を学ぼう 1
回想批判的な読み省略具体と抽象状況･背景反復

「読み方」
解説動画▶

二次元
コード読書の広場260ページ「高

たか

瀬
せ

舟
ぶね

」

「握手」における回想の例

回
想
と
は
、
自
分
が
経
験
し
た
過

去
の
で
き
ご
と
を
思
い
出
す
こ
と
で

す
。
小
説
の
中
の
時
間
は
、
ま
っ
す

ぐ
進
む
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
回
想
と

い
う
か
た
ち
で
過
去
の
話
が
は
さ
み

込
ま
れ
る
な
ど
、
時
間
の
順
序
が
組

み
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。過

去
の
で
き
ご
と
を
効
果
的
に
は

さ
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
で

き
ご
と
を
意
味
づ
け
た
り
、
印
象
深

く
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
握
手
」
で
は
、
昔
の
思
い
出
が
、

ど
の
よ
う
に
現
在
の
話
に
組
み
込
ま

れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

▼
回
想
に
注
意
し
て
で
き
ご
と
の
順

序
を
整
理
す
る
と
、
作
品
の
構
造

と
展
開
が
明
確
に
つ
か
め
る
。

回
想

話の方向

上野公園の西洋料理店でのルロイ修道士と「私」の会話。

そして、それに続く上野駅での別れ。
現在

近い
過去

遠い
過去

遠い
過去

遠い
過去

遠い
過去

近い
過去

この「近い過去」
は約 1 年前の葬式
の話。

この「近い過去」は
「現在」からいえば

1年と少し前の話。

これらの「遠い過去」
は「私」の少年時代の
話。

入
園
時
の
握
手

ル
ロ
イ
修
道
士
の
て
の
ひ
ら

ル
ロ
イ
修
道
士
の
爪

天
使
園
か
ら
抜
け
出
し
た
事
件

…
…
な
ど

「
ま
も
な
く
一
周
忌
で
あ
る
。」

「
葬
式
で
そ
の
こ
と
を
聞
い
た
と
き
、
…
…
」

42
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各教材での学習の流れ（例「読むこと」）

「読み方を学ぼう」の一覧

ステップ1 目標の確認見
通
し

振
り
返
り

目標を確かめて、学習の見通しをもちます。

ステップ2 構造や内容を捉える

情報を整理・確認して、文章の構造や内容をつか
みます。自学自習にも対応した課題を設定しています。

ステップ3 読みを深める
文章を詳しく読み、対話を通して内容や構

成・表現の仕方についての理解を深めます。

ステップ4 自分の考えを深める
文章を読んで理解したことをもとに、自分

の考えを深めたり、広げたりします。

ステップ5 学びを振り返る
自分の学習を振り返って評価し、これから
の学習へ生かします。

＋α 学びを広げる
ステップ1～5までの学習を活用して取り
組み、学びを更に広げたり、深めたりします。

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

編修上特に意を用いた点や特色1

「読み方を学ぼう① 回想」（p.42）

「おくのほそ道」の
「学びの道しるべ」（p.138）

現代の国語 3国語 015-9215  三省堂



ㅡ言葉による見方・考え方をはたらかせ、情報と

たりする方法を「思考の方法」として示しました。
ㅡ3年間を通して、9種類の「思考の方法」をバラ
ンスよく配置し、各教材の学習活動の文脈にそ
って活用できるように図解を中心に示しました。
ㅡ巻頭には、「『思考の方法』一覧」を示しました。
ㅡ各教材の「語彙を豊かに」では、理解できる語
句と使える語句の量を増やし、語感を磨くため
に、さまざまなテーマで教材に関連した語彙を
取り上げました。

対話を通して学ぶ

3 かかわる力を育てる
─対話・合意形成、コミュニケーション能力

ㅡ日常生活や現代社会における課題を取り上げ、
対話を通して考えたり問題解決したりする機会
と場を充実させました。
ㅡ第 1単元には「グループディスカッション」を
設け、話し合いを効果的にするための「こつ」を
系統的に示しました。

4「共生社会」の一員として─多様な価値観、ものの見方・考え方の広がり

ㅡ価値観が多様化するグローバル社会で求められ
る幅広い資質・能力の育成につながる題材を精
選しました。

深く学ぶ

5「自分の考え」をつくる─思考力・判断力・表現力、情報の関連づけ

ㅡ日常生活や現代社会における課題を取り上げ、
対話を通して考えたり問題解決したりする機会
と場を充実させました。
ㅡ全ての教材において、自分の考えを形成する学
習過程を重視しています。
ㅡ第 6単元「情報を関係づける」では、図表・文
章など多様な情報を関連づけながら、現代の課
題について考える学習を設定しました。

6  言葉と文化の担い手として ─ 豊かな読書、伝統的な言語文化の継承・発展

ㅡ資料編の「読書の広場」には、多様なジャンルの5本の教材を配置しました。豊かな言語文化にふれるとと
もに、「読み方を学ぼう」で習得した方略を活用できる教材を掲載しています。
ㅡ多くの教材に二次元コードを掲載し、参照先のウェブサイト上に、動画や音声、デジタルドリル、図解した
読みの方略や、補充教材として使える資料などを豊富に掲載しています。

2 

次
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
や
り
と
り
で
、
二
人
の
発
信
し
て
い
る
情
報
が
異
な
っ

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
考
え
ま
し
ょ
う
。

片
方
の
情
報
で
は
来
館
者
数
は
増
え

て
い
る
と
い
っ
て
い
て
、
も
う
片
方

で
は
減
っ
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
ね
。

ど
ち
ら
の
情
報
が
よ
り
信
頼

で
き
る
と
い
え
る
か
な
。

【特集】青空市立水族館
～来館者数増加の秘密～

公開日：2027年8月12日

青空市立水族館は、ここ数年で来館
者数を順調に増やし、昨年 1 年間の来
館者数は26万人を超えています。

来館者数の減少に悩んだ時期もあっ
たものの、設備やサービスのリニュー
アルでみごと復活を果たしました。

この特集では、青空市立水族館の広
報担当森山さんに、来館者数を増加さ
せたリニューアルの裏側について伺い
ました。......
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青空市立水族館
年間の来館者数の推移

 コスモスさん
2027.10.30 18:43

@タツノオトシゴマニアさん

今宮水族館は熱帯魚がたくさんいて好

きですね。

ところで、青空市が出している統計で

見た情報なのですが、青空市立水族館

の来館者数は、徐々に減っていたはず

です。
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 タツノオトシゴマニアさん
2027.10.30 18:11

青空市立水族館の来館者数が増えてい

るんだって。

水族館好きにはうれしいニュース！

皆さんの好きな水族館はどこですか。

【特集】

青空市立水族館～来

館者数増加の秘密～
ビジネスWEBニュース
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1 

次
の
記
事
を
読
ん
で
、
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
が
信
頼
で
き
る
か
ど
う
か
、
考
え
ま
し
ょ
う
。

 ❖
こ
こ
ま
で
の
学
習
を
ふ
ま
え
て
、
次
の
1
〜
4
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
信
頼
で
き
る
情
報
か
ど
う
か
を
確
か
め
よ
う
。

情
報
の
信
頼
性
を
確
か
め
る

更新日：2027年11月25日

サッカーファンが選ぶ好きなプロサッカー選手

のアンケートにおいて、ジャガー千葉のニシダ

選手が 2 位以下に圧倒的な差をつけて断然の

1位に輝きました。

順位 選手名 所属チーム 得票数（票）

1 ニシダ ジャガー千葉 205

2 ドウマエ ジャガー千葉 101

3 フジモト 神戸イーグルス 81

4 ニシモリ ジャガー千葉 76

5 イワベ ジャガー千葉 68

6 イナダ 神戸イーグルス 51

7 タザキ ジャガー千葉 35

8 オオスガ アイビス新潟 24

9 シモダ ジャガー千葉 17

10 クジョウ 福岡スパロウズ 15

出典：ジャガー千葉新聞

［調査概要］

・調査期間：2027年11月1日～11月10日の期間

・調査方法：千葉ジャングルスタジアムでの試合

終了後、スタジアム周辺で、観戦に来ていた

サッカーファンに聞き取り調査を行った

プロサッカー選手人気ランキング 

TOP10

こ
ん
な
記
事
を
見
つ
け
た
よ
。

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
中
で
い

ち
ば
ん
人
気
が
あ
る
の
は
、

ジ
ャ
ガ
ー
千
葉
の
ニ
シ
ダ
選
手

な
ん
だ
ね
。

他
に
も
ジ
ャ
ガ
ー
千
葉
の
選

手
が
多
く
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て

い
る
ね
。

参考資料

二次元
コード
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思考の方法 対応するチャートの例
①順序立てる ステップチャート
②比較する 比較チャート
③分類する マトリックス（表）、Ｙチャート
④関連づける イメージマップ、リンクチャート
⑤多角的に見る バタフライチャート、フィッシュボーン
⑥理由づける クラゲチャート
⑦具体化する ロジックツリー、ピラミッドチャート
⑧抽象化する ロジックツリー、ピラミッドチャート
⑨仮定する キャンディチャート

「思考の方法」の一覧

次
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
や
り
と
り
で
、
二
人
の
発
信
し
て
い
る
情
報
が
異
な
っ

【特集】青空市立水族館
～来館者数増加の秘密～

公開日：2027年8月12日

青空市立水族館は、ここ数年で来館
者数を順調に増やし、昨年 1 年間の来
館者数は26万人を超えています。

来館者数の減少に悩んだ時期もあっ
たものの、設備やサービスのリニュー
アルでみごと復活を果たしました。

この特集では、青空市立水族館の広
報担当森山さんに、来館者数を増加さ
せたリニューアルの裏側について伺い
ました。......

2024

（年）

コスモスさん
2027.10.30 18:43

@タツノオトシゴマニアさん

今宮水族館は熱帯魚がたくさんいて好

きですね。

ところで、青空市が出している統計で

見た情報なのですが、青空市立水族館

の来館者数は、徐々に減っていたはず

です。

www.city.aozora.jp/kanko/cmsfiles/contents

3 フジモト 神戸イーグルス 813 フジモト 神戸イーグルス 813 フジモト 神戸イーグルス 81

4 ニシモリ ジャガー千葉 764 ニシモリ ジャガー千葉 764 ニシモリ ジャガー千葉 76

5 イワベ ジャガー千葉 685 イワベ ジャガー千葉 685 イワベ ジャガー千葉 68

6 イナダ 神戸イーグルス 516 イナダ 神戸イーグルス 516 イナダ 神戸イーグルス 51

7 タザキ ジャガー千葉 357 タザキ ジャガー千葉 357 タザキ ジャガー千葉 35

8 オオスガ アイビス新潟 248 オオスガ アイビス新潟 248 オオスガ アイビス新潟 24

9 シモダ ジャガー千葉 179 シモダ ジャガー千葉 179 シモダ ジャガー千葉 17

10 クジョウ 福岡スパロウズ 1510 クジョウ 福岡スパロウズ 1510 クジョウ 福岡スパロウズ 15

出典：ジャガー千葉新聞

［調査概要］

・調査期間：2027年11月1日～11月10日の期間

・調査方法：千葉ジャングルスタジアムでの試合

終了後、スタジアム周辺で、観戦に来ていた

サッカーファンに聞き取り調査を行った

他
に
も
ジ
ャ
ガ
ー
千
葉
の
選

手
が
多
く
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て

い
る
ね
。

情
報
に
ふ
れ
る

更
な
る
検
索

情
報
の
信
頼
性
を
確
か
め
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト

本当に
信頼できる
情報か？

どんな
人が

何を
もとに

いつ
なんの
ために

よ
さ
そ
う
だ
か
ら

こ
の
お
店
に

し
よ
う
か
！

先
に

言
っ
て
よ
！！

今
食
べ
て
き
た
け
ど

お
い
し
か
っ
た
ぞ
。

評
価
の
低
い
１
つ
の
口
コ
ミ
が
、

総
合
点
を
下
げ
て

し
ま
っ
て
い
る
ん
だ
。

あ
る
情
報
と
出
会
っ
た
と
き
、

す
ぐ
に
う
の
み
に
せ
ず
、

信
頼
で
き
る
証
拠
や
根
拠
を

探
す
こ
と
が
大
切
だ
ぞ
！

ゴ
ン
太
さ
ん
の
訪
問
日
は
、

２
０
２
６
年
12
月
で
、

他
の
口
コ
ミ
の
訪
問
日

よ
り
も
古
い
。

本
当
に
こ
の
お
店
の
口
コ
ミ

だ
ろ
う
か
？

そ
の
情
報
は
信
頼

で
き
る
の
か
？

１
つ
１
つ
の
口
コ
ミ
を

読
ま
ず
に
、
総
合
点
だ
け
で

判
断
し
て
い
な
い
か
？

ク
ロ
！？
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情報情
報
の

扱
い
方

情
報
を
関
係
づ
け
る

目
標

そ
の
口
コ
ミ
信
頼
で
き
る
？

◎ 

情
報
の
信
頼
性
の
確
か
め
方
を
理
解
し
、
文
章
を
読
ん

で
考
え
を
広
げ
、
自
分
の
意
見
を
も
つ
。

◎ 

互
い
の
発
言
を
生
か
し
て
話
し
合
い
、
自
分
の
考
え
を

深
め
る
。

い
っ
ぱ
い
泣
い
た

か
ら
お
な
か
す
い

ち
ゃ
っ
た
。

最
後
感
動

し
た
よ
ね
！

い
い
映
画
だ
っ
た
ー
。

僕
も
。

私
ス
マ
ホ
で

調
べ
る
ね
。

お
い
し
そ
う

だ
よ
ね
！

　
あ
っ
！

こ
の
お
店

よ
さ
そ
う
だ
よ
！

ス
テ
ー
キ
…
…
。

ラ
ー
メ
ン
…
…
。

日
曜
日
の
午
後

ち
ょ
っ
と

待
て
い
！

！？

★
3.28
っ
て
評
価

微
妙
じ
ゃ
な
い
？

値
段
も
手
ご
ろ
で
い
い

と
思
っ
た
ん
だ
け
ど
…
…
。

別
の
お
店
に
し
よ
う
よ
。
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目
標

グループディスカッション

あるテーマについて、異なる立場や考えの人たち
が少人数で意見を交換すること。

　少
人
数
で
話
し
合
う
「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
は
、
考
え
を
広
げ
た
り

深
め
た
り
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

　話
し
合
い
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

　こ
こ
で
は
、「
話
し
合
い
を
計
画
的
に

進
め
る
」
た
め
の
「
話
し
合
い
の
こ
つ
」

に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
話
し
合
い
を
計
画
的
に
進
行
す
る
た
め
の
方
法
を
理

解
し
、
活
用
す
る
。

○
話
の
展
開
を
予
測
し
な
が
ら
聞
き
、
自
分
の
考
え
を

広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
。

グループ
ディスカッション

合
意
形
成
に
向
け
て

話
し
合
い
を
計
画
的
に
進
め
る

学
び
を
振
り
返
る

話
し
合
い
で
の
発
言
を
振
り
返
る

3
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
す
る

2
「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
を
見
つ
け
る

1 学
習
の
流
れ

5
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◎
ク
ラ
ス
の
旗
の
デ
ザ
イ
ン（
イ
ラ
ス
ト
・
言
葉
）

を
決
め
よ
う
。

◎
学
校
紹
介
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
（
写
真
・

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）
を
決
め
よ
う
。

◎
球
技
大
会
の
種
目
と
ル
ー
ル
を

決

め
よ
う
。

◎
地
元
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
方
法
（
メ
デ
ィ
ア
の
種
類
・

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）
を
決
め
よ
う
。

計
画
計
画

最
初
に
計
画
を
立
て
る

▪例「
話
し
合
う
順
番
は
…
…
」

▪例「
は
じ
め
は
…
…
次
は
…
…
」

◇

軌
道
修
正
軌
道
修
正

き
ど
う

そ
れ
た
話
題
を
戻
す

▪例「
話
を
元
に
戻
そ
う
よ
」

▪例「
今
は
…
…
に
つ
い
て
話
そ
う
」

☆

展
開
展
開

別
の
論
点
へ
の
展
開
を
促
す

▪例「
次
は
、…
…
に
つ
い
て
話
そ
う
」

▪例「
そ
れ
で
は
、
次
に
進
も
う
」

★

整
理
整
理

意
見
を
整
理
す
る

▪例「
意
見
を
ま
と
め
る
と
…
…
」

▪例「
で
は
…
…
と
い
う
こ
と
で
い
い
？
」

◆

テーマ例

話
し
合
い
を
「
つ
な
げ
る
」（
一
年
）

提
案

「
じ
ゃ
あ
、
…
…
は
ど
う
か
な
」

確
認

「
…
…
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」

質
問

「
ど
う
し
て
？
」

促
し

「
〇
〇
さ
ん
は
ど
う
？
」

話
し
合
い
を
「
深
め
る
」（
二
年
）

反
論

「
で
も
、
…
…
」

理
由
づ
け
「
だ
っ
て
…
…
だ
か
ら
」

受
容

「
…
…
は
わ
か
る
よ
」

言
い
換
え
「
そ
れ
っ
て
、
…
…
だ
よ
ね
」

話
し
合
い
を
「
計
画
的
に
進
め
る
」（
三
年
）

計
画

「
話
し
合
う
順
番
は
…
…
」

展
開

「
次
は
、
…
…
に
つ
い
て
話
そ
う
」

軌
道
修
正
「
話
を
元
に
戻
そ
う
よ
」

整
理

「
意
見
を
ま
と
め
る
と
…
…
」

＊
う
な
ず
く
、
相
づ
ち
を
う
つ
、
顔
を
向
け
る
な

ど
、
相
手
が
話
し
や
す
い
聞
き
方
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

こ
の
教
科
書
に
出
て
く
る

「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
と
発
言
例

次
の
「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
を
意
識
し
て
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

 

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
す
る

2

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）
を
決
め
よ
う
。

決

地
元
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
方
法
（
メ
デ
ィ
ア
の
種
類
・
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◎
お
い
し
い
チ
ャ
ー
ハ
ン
の
作
り
方
を
知
る
な
ら
、

本
が
よ
い
か
動
画
が
よ
い
か
。

◎
漫
画
作
品
を
読
む
な
ら
、
紙
の
本

が
よ
い
か
電
子
書
籍
が
よ
い
か
。

◎
大
切
な
思
い
を
伝
え
る
に
は
、
直
接
言
う
の
が
よ

い
か
、
手
紙
（
メ
ー
ル
な
ど
を
含
む
）
が
よ
い
か
。

◎
も
し
も
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
で
き
る
と
し
た
ら
、
過

去
と
未
来
ど
ち
ら
に
行
き
た
い
か
。

反
対
意
見
を
述
べ
る

▪例「
で
も
、
…
…
」

▪例「
そ
れ
は
、
…
…
じ
ゃ
な
い
？
」

◇

受
容
受
容

考
え
を
受
け
入
れ
る

▪例「
…
…
は
わ
か
る
よ
」

▪例「
確
か
に
、
…
…
だ
よ
ね
」

☆

理
由

づ
け
理
由

づ
け

意
見
の
理
由
を
述
べ
る

▪例「
だ
っ
て
…
…
だ
か
ら
」

▪例「
…
…
な
の
で
」

★

言
い

換
え
言
い

換
え

詳
し
く
言
い
換
え
る

▪例「
そ
れ
っ
て
、
…
…
だ
よ
ね
」

▪例「
つ
ま
り
、
…
…
っ
て
こ
と
ね
」

◆

テーマ例

話
し
合
い
を
「
つ
な
げ
る
」（
一
年
）

提
案

「
じ
ゃ
あ
、
…
…
は
ど
う
か
な
」

確
認

「
…
…
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」

質
問

「
ど
う
し
て
？
」

促
し

「
〇
〇
さ
ん
は
ど
う
？
」

話
し
合
い
を
「
深
め
る
」（
二
年
）

反
論

「
で
も
、
…
…
」

理
由
づ
け
「
だ
っ
て
…
…
だ
か
ら
」

受
容

「
…
…
は
わ
か
る
よ
」

言
い
換
え
「
そ
れ
っ
て
、
…
…
だ
よ
ね
」

話
し
合
い
を
「
計
画
的
に
進
め
る
」（
三
年
）

計
画

「
話
し
合
う
順
番
は
…
…
」

展
開

「
次
は
、
…
…
に
つ
い
て
話
そ
う
」

軌き

道ど
う

修
正
「
話
を
元
に
戻
そ
う
よ
」

整
理

「
意
見
を
ま
と
め
る
と
…
…
」

＊
う
な
ず
く
、
相
づ
ち
を
う
つ
、
顔
を
向
け
る
な

ど
、
相
手
が
話
し
や
す
い
聞
き
方
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

こ
の
教
科
書
に
出
て
く
る

「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
と
発
言
例

　
次
の
「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
を
意
識
し
て
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
す
る

2
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目標

比
較
す
る

時
間
の
流
れ
と
で
き
ご
と
を
観
点
に
し
て
本
文
を
く
ぎ
り
、
構
成
を
捉
え
よ
う
。

読
み
方
を
学
ぼ
う

回
想

握
手
の
仕
方
に
着
目
し
て
、
ル
ロ
イ
修
道
士
の
変
化
を
整
理
し
よ
う
。

比
較
す
る

「
先
生
は
重
い
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
、
そ
し
て
こ
れ
は
お
別
れ
の
儀
式
な

の
で
す
ね
」
（
36
ペ
ー
ジ
・
6
行
め
）
と
、「
私
」
が
言
え
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
「
私
」
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
、
話
し
合
お
う
。

構
造
や
内
容
を
捉
え
る

12読
み
を
深
め
る

3

　
握
手
が
描
か
れ
て
い
る
部
分
と
、
そ
の
前
後

の
描
写
を
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
描
写
を
比
べ
る

こ
と
で
、
変
化
を
読
み
取
る
。

◎
回
想
す
る
語
り
手
の
思
い
を
捉
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
自
分
の
考
え
を
も
つ
。

○
小
説
の
構
成
や
場
面
の
展
開
を
捉
え
、
そ
の
効
果
を
評
価
す
る
。

握
手

そ
れ
ぞ
れ
の
握
手
の

仕
方
を
比
べ
る
と
…
…
。

比較

比較

比較
描
写
①

描
写
②

描
写
③

握手についての描写

40
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握
手
が
描
か
れ
て
い
る
部
分
と
、
そ
の
前
後

の
描
写
を
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
描
写
を
比
べ
る

こ
と
で
、
変
化
を
読
み
取
る
。

描
写
③

学
び
を
広
げ
る

ル
ロ
イ
修
道
士
の
言
葉
か
ら
、
印
象
に
残
っ
た
も
の
を
選
び
、
そ
こ
か
ら
受
け
止
め
た
も
の
や
考
え

た
こ
と
を
文
章
に
ま
と
め
、
交
流
し
よ
う
。

落
ち
着
か
な
い
様
子
を
表
す
表
現

「
両
手
の
人
さ
し
指
を
せ
わ
し
く
交
差
さ
せ
」

（
34
ペ
ー
ジ
・
2
行
め
）の
「
せ
わ
し
く
」
は
、

忙
し
そ
う
で
、
見
て
い
る
側
も
落
ち
着
か
な
い

様
子
を
表
す
表
現
で
す
。
こ
の
「
せ
わ
し
く
」

が
、
動
作
に
表
れ
る
心
情
を
詳
し
く
説
明
し
て

い
ま
す
。

も
し
、
次
の
よ
う
な
「
せ
わ
し
く
」
と
似
た

意
味
の
別
の
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
た
ら
、
受
け

る
印
象
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
で
し
ょ
う
か
。

●
せ
わ
し
な
く

●
忙
し
く

●
慌
た
だ
し
く

●
せ
か
せ
か
と

●
し
き
り
に

ゆ
っ
く
り
打
ち
つ
け
て
い
た
ら
、

動
作
に
表
れ
る
心
情
も
異
な
る
ね
。

「
私
は
知
ら
ぬ
ま
に
、
両
手
の
人
さ
し
指
を
交
差
さ
せ
、
せ
わ
し
く
打
ち
つ
け
て
い
た
」

（
38
ペ
ー
ジ
・
17
行
め
）
と
き
の
、「
私
」
の
心
情
を
考
え
よ
う
。

「
上
野
公
園
に
古
く
か
ら
あ
る
西
洋
料
理
店
」
で
の
会
話
は
、
ル
ロ
イ
修
道
士
の
死
後
、

回
想
し
て
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
わ
か
る
最
後
の
場
面
（
38
ペ
ー
ジ
・
15
行

め
〜
終
わ
り
）
の
効
果
を
考
え
よ
う
。

●
「
握
手
」
で
の
学
習
を
通
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
よ
う
。

振
り
返
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド

回
想
・
表
現
の
効
果

4自
分
の
考
え
を
深
め
る

5学
び
を
振
り
返
る

41 握手
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「握手」の「思考の方法」と
「語彙を豊かに」（p.40～41）

「グループディスカッション──合意形成に向けて話し合いを計画的に進める」（p.46）

「情報──情報を関係
づける」（p.150）

情報との関係を捉えたり、考えを整理したり深め



対照表2

図書の構成・内容［教材名］ 学習指導要領の内容 該当箇所
（ページ）

配当
時数

１　

豊
か
に
想
像
す
る

詩 言の森
（西尾勝彦）

読イ　批判的に読み、ものの見方や考え方について考え
る。
読エ　人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。

［言語活動］読イ　考えを伝え合う

22～25
2

コラム ワードハンティング 26～27

小説 握手
（井上ひさし）

読ア　文章の種類をふまえて展開の仕方などを捉える。
読ウ　構成や論理の展開、表現の仕方について評価する。

［言語活動］読イ　批評する

28～41
4

読み方を学ぼう① 回想 42

言葉発見１ 敬語のはたらき 言葉エ　敬語などの相手や場に応じた言葉遣いを理解し、
適切に使う。　 43～45 1

話す・聞く グループディスカッション
合意形成に向けて話し合いを計
画的に進める

話聞エ　聞き取った話を評価し、考えを広げ深める。
話聞オ　進行を工夫し発言を生かし、合意形成に向けて
考えを広げ深める。

［言語活動］話聞イ　議論

46～49 4

２　
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

読み方を学ぼう② 批判的な読み
「批判的に読む」とは
（吉川芳則）

読イ　批判的に読み、ものの見方や考え方について考え
る。
読ウ　構成や論理の展開、表現の仕方について評価する。

［言語活動］読ア　考えを文章にまとめる

52～55 1

論説 間の文化
（長谷川櫂） 56～63 3

書く 課題作文
条件に応じて説得力のある文章
を書く

書ウ　表現の仕方や適切な引用などを工夫する。
書エ　目的や意図に応じた表現かなどを確かめる。

［言語活動］書ア　論述
64～69 5

３　

も
の
の
見
方
・
感
性
を
養
う

解説 俳句の世界
（夏井いつき）

読ウ　構成や論理の展開、表現の仕方について評価する。
読エ　人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。

［言語活動］読イ　批評する

72～74

3コラム 夏井いつきの赤ペン俳句教室 75

俳句 俳句十句 76～80

読み方を学ぼう③ 省略 81

書く 批評文
観察・分析を通して評価する

書イ　文章の種類を選択し、読み手を説得できるように
文章の構成を工夫する。
書オ　論理の展開などについて自分の文章のよい点や改
善点を見いだす。

［言語活動］書ア　批評

82～85 6

言葉発見２ 和語・漢語・外来語 言葉イ　理解や表現のために必要な語句の量を増し、和
語、漢語、外来語などを使い分け、語彙を豊かにする。 86～87 1

随想 海を越えた故郷の味
（安田菜津紀）

読イ　批判的に読み、ものの見方や考え方について考え
る。
読エ　人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。

［言語活動］読ア　討論する

88～95 2

私の読書体験 言葉は傘
（藤崎彩織）

読エ　人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。
［言語活動］読ウ　実生活への生かし方を考える

96～97 1

４　

論
理
的
に
考
え
る

論説 フロン規制の物語─〈杞憂〉と
〈転ばぬ先の杖〉のはざまで
（神里達博）

読イ　批判的に読み、ものの見方や考え方について考え
る。
読エ　人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。

［言語活動］読ア　考えを文章にまとめる

100～109
4

読み方を学ぼう④ 具体と抽象 110

文法の窓 表現につながる文法 言葉ウ　話や文章の種類と特徴について理解を深める。 111 2

話す・聞く パブリックスピーキング
状況に応じて話す力を養う

話聞ア　社会生活の中から話題を決める。
話聞ウ　状況に応じて言葉を選ぶなど表現を工夫する。

［言語活動］話聞ア　提案・主張
112～115 4



図書の構成・内容［教材名］ 学習指導要領の内容 該当箇所
（ページ）

配当
時数

５　

古
典
に
学
ぶ

古文 和歌の世界─万葉集・古今
和歌集・新古今和歌集

言語文化ア　歴史的背景などに注意して古典を読み親し
む。
読ウ　構成や論理の展開、表現の仕方について評価する。

［言語活動］読イ　批評・考えを伝え合う

118～127
3

コラム 和歌がつなぐ思い 128～129

古文 おくのほそ道
（松尾芭蕉）

言語文化ア　歴史的背景などに注意して古典を読み親し
む。
読イ　批判的に読み、ものの見方や考え方について考え
る。

［言語活動］読イ　批評・考えを伝え合う

130～139
4

読み方を学ぼう⑤ 状況・背景 140

言葉発見3 言葉の現在・過去・未来 言語文化ウ　時間の経過による言葉の変化や世代による
言葉の違いについて理解する。

141 1

漢文 論語 言語文化ア　歴史的背景などに注意して古典を読み親し
む。
言語文化イ　長く親しまれている言葉や古典の一節を使
う。
読エ　人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。

［言語活動］読ア　討論・文章にまとめる

142～144
2

漢文の読み方 訓読の仕方の確認 言語文化ア　歴史的背景などに注意して古典を読み親し
む。

145

書く 漢字一字
自分自身や社会を見つめる

書ア　目的や意図に応じ社会生活の中から題材を決める。
書オ　論理の展開などについて自分の文章のよい点や改
善点を見いだす。

［言語活動］書ア　紹介

146～147 4

６　

情
報
を
関
係
づ
け
る

解説 マンガ　情報の扱い方 読イ　批判的に読み、ものの見方や考え方について考え
る。

［言語活動］読ア　討論する
150～151 1

論説 見たいものだけ見る私たち
（笹原和俊）

読ア　文章の種類をふまえて展開の仕方などを捉える。
読エ　人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。

［言語活動］読ア　討論する
152～155 2

話す・聞く 情報の信頼性を確かめる 話聞オ　互いの発言を生かしながら話し合い、合意形成
に向けて考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］話聞イ　議論

156～160

2

実用文・図表 読イ　批判的に読み、ものの見方や考え方について考え
る。
読エ　人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。

［言語活動］読ウ　実生活への生かし方を考える

2

言葉発見４ 慣用句・ことわざ・故事成語 言葉イ　理解や表現のために必要な語句の量を増し、慣
用句や四字熟語などについて理解を深め使う。 161～163 1

７　

読
み
を
深
め
合
う

詩 初恋
（島崎藤村）

読ア　文章の種類をふまえて展開の仕方などを捉える。
読ウ　構成や論理の展開、表現の仕方について評価する。

［言語活動］読イ　考えを伝え合う

166～168
2

コラム 文語定型詩と口語自由詩 169

漢字のしくみ 四字熟語 言葉ア　常用漢字の大体を読む。
言葉イ　理解や表現のために必要な語句の量を増し、慣
用句や四字熟語などについて理解を深め使う。

170～171 1

小説 故郷
（魯迅　［訳］竹内好）

読イ　批判的に読み、ものの見方や考え方について考え
る。
読エ　人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。

［言語活動］読イ　批評する

172～189
5

読み方を学ぼう⑥ 反復 190

読書活動 ブックトーク 話聞イ　説得できるように構成を工夫する。
話聞ウ　状況に応じて言葉を選ぶなど表現を工夫する。

［言語活動］話聞ア　提案
191 2



図書の構成・内容［教材名］ 学習指導要領の内容 該当箇所
（ページ）

配当
時数

８　

振
り
返
っ
て
見
つ
め
る

論説 私とは何か
（平野啓一郎）

読イ　批判的に読み、ものの見方や考え方について考え
る。
読エ　人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。

［言語活動］読ア　考えを文章にまとめる

194～201 2

小説 坊っちゃん
（夏目漱石）

読ウ　構成や論理の展開、表現の仕方について評価する。
読エ　人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。

［言語活動］読イ　批評する

202～215
3

夏目漱石の世界 216

話す・聞く 名言集
中学校生活を振り返って

話聞ア　多様な考えを想定し、伝え合う内容を検討する。
［言語活動］話聞イ　取材・編集会議

218～223

2

書く 書ウ　表現の仕方や適切な引用などを工夫する。
［言語活動］書イ　編集

5

歌の言葉 群青（［歌］YOASOBI） 224～225 －

文法のまとめ 言葉ウ　話や文章の種類と特徴について理解を深める。 226～229 －

三年間の文法の総まとめ 言葉ウ　話や文章の種類と特徴について理解を深める。 230～242 －

資
料
編

読
書
の
広
場

小さな図書館 ◎幅広い読書への誘いを示し、学んだことを活用する場を
用意するとともに、読書に親しむ態度の育成を図ってい
る。

244～249

適宜

日本十進分類法／本の構造 250～251

小説／
漫画

線は、僕を描く
（砥上裕將 ［漫画］堀内厚徳） 252～259

小説 高瀬舟（森鷗外） 260～271

随想 「ありがとう」と言わない重さ
（呉人恵） 272～277

論説 虚と実（外山滋比古） 278～283

古文 さまざまな古典
─日記・歌物語・説話 284～287

能・狂言の世界 288～289

狂言　柿山伏 290～295

日本文学名作集 296～299

小倉百人一首 300～305

社
会
生
活
に
生
か
す

著作権と引用 ◎「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の学習や、
他教科の学習、日常生活・社会生活における言語活動を
支える学びの方法を整理し、国語を適切に表現し正確に
理解する能力の育成や、伝え合う力を高めることを図っ
ている。

306～307

適宜

メモを活用する 308～309

質問の仕方 310～311

話し合いの形式を選ぶ 312～313

辞典を活用する 314～315

手紙・はがき・メールの書き方 316～317

原稿用紙の使い方・推敲の仕方 318～319

読書感想文の書き方 320～321

参
考
資
料

学習用語辞典 ◎国語科の学習を効果的に進める上で役立つ知識を整理し
て示し、国語に対する認識を深め、国語を尊重する態度
の育成を図っている。

322～327

適宜

語彙の広がり 328～331

三年生で学ぶ漢字字典 332～341

三年生で学ぶ音訓 342

小学校六年生で学習した漢字 343

常用漢字表音訓一覧 344～356

常用漢字表付表 357

二次元コード参照先コンテンツ一覧 358～359

「読み方を学ぼう」一覧 折込

※漢字の取り立て教材「漢字を身につけよう」は、年間を通してバランスよく学習できるよう、各単元に年間8箇所（各1時間）配置した。
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